
発行／臼石市役所　　編集／自石市情報センター
〒989・0257臼石市字亘理町37・3　自0224（22）1500

N馬484

暫　　　・　、．亙

19991■

、》

無．

℃

　ロド　サ

夢

日本鴇の「くす粉」を目指して…②～⑤　コヅピュータ西暦2000年問題鯉⑥

戸籍事務コンピュータ化…⑦刈田病院経営状況…⑧第91回白石市農業祭…⑨

まちかどズームインほか…⑩～⑭　くらし百科ぽか…⑭～⑭　募集・お知らせほか…⑲～⑳
ぐ　　し　ロ　　　　　てこ　　　　　　ア　　　　　　　　ぬ

　　　蚤’ “ 、』“蓄』　一　　』』　　ド’　　ひ『“、
　　　　　　　　　　　　晶　　　　　　　　　’ρ

瓢・“

戸㌧’

席

醸
愛　
垂
　

・
‘
ザ

騨懸種禰輔
・　蕪■‘餐㍗5罐蛮
，鴫　建嘉　，興，男

　　　　　昌　　。　　丁綱　
』ト

　前　　　瀞　　　ひ

灘・饗藍鐸醤，
漢謹・，藷　．　．1

　　製饗霧モ診輸

奪
．

マツ艶、

r　／E

艦
、

．
’
　
　
｛
、

瓢

〆
r羅

陽羅

酵
矧
謡
・

　
卑
　
　
　
5
L

、
、
～
　
湯
庸
励
　
、
！

冨
驚
浦
．

A
雑

　
　
　
ザ

　
　
　
コ

　
　
　
・
、
一
p

　
　
　
ヒ

　
　
　
ィ
　
げ

　
　
　
ら

　
　
㌔
▼
、
、
’
　
，

　
　
壁
、
〆
　
丁

噌

『

’

甲『一　　　　　・　　　　　　　・　　噸　　　　3　遭ど㎝“一一一

　　　　　おてつだいだ㌧いずき里。　　・
　　　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜　　・　ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飾

　　　　も　ド
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移転虎から初めて鱒動会となった南保寵で1讐、・親子襟しぐをテーマにいろい・

ろな競技が行われました。3歳児の親子競技は受お父さんやお母さんと一緒にお料理と庭
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白
石
市
の
基
盤
産
業
で
あ
る
農
業
。
後
継
者
不
足
と
高
齢
化
に
よ
る
農
業
経

営
の
圧
迫
と
、
遊
休
農
地
の
拡
大
が
危
ぐ
さ
れ
る
中
で
、
白
石
市
で
は
、
自
然

条
件
を
生
か
し
た
伝
統
的
地
場
産
品
、
良
質
米
の
生
産
、
収
益
性
の
高
い
果
樹
、

花
き
な
ど
積
極
的
な
振
興
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
「
柿
の
里
構
想
」
や
、
白
石
米
の
地
域
銘
柄
化
の
推
進
と

「
酒
米
」
の
産
地
化
、
そ
し
て
小
原
の
「
く
ず
粉
」
生
産
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
白
石
三
臼
の
ひ
と
つ
と
し
て
歴
史
の
あ
る
「
く
ず
粉
」
。
そ
の
生
産
が
絶
え

て
久
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
昔
な
が
ら
の
製
法
に
よ
る
く
ず
粉
生
産
を
復
活
さ

せ
、
「
小
原
の
寒
く
ず
」
の
商
標
を
も
っ
て
、
白
石
の
特
産
品
と
し
て
県
内
外

に
P
R
し
よ
う
、
ま
た
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
く
ず
の
試
験
栽
培
を
行
う
な

ど
、
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
う
ー
め
ん
、
和
紙
と
並
ん
で
白
石
三
白
と
称
賛
さ
れ
て
き
た

「
く
ず
粉
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

燭
源
鞄
区
寒
葛
生
産
組
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含

さん、小室文信さん、大宮養一さん

く
ず
と
く
ず
粉

く
ず
は
秋
の
七
草
の
ひ
と
つ

　
く
ず
は
マ
メ
科
の
多
年
草
で
、
山
野

に
自
生
し
、
7
月
ご
ろ
に
紫
色
の
花
を

つ
け
、
や
が
て
草
や
木
の
枝
に
ツ
タ
を

絡
ま
せ
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
秋
の
野
に
咲
き
た
る
花
を
指
折
り
て
、

か
き
数
ふ
れ
ば
七
種
の
花
、
萩
（
ハ
ギ
）

の
花
、
尾
花
（
ス
ス
キ
）
、
葛
（
ク
ズ
）

花
、
輩
麦
（
ナ
デ
シ
コ
）
の
花
、
女
郎

花
（
オ
ミ
ナ
エ
シ
）
、
ま
た
藤
袴
（
フ

ジ
バ
カ
マ
）
、
朝
貌
（
キ
キ
ョ
ウ
）
の

花
」
と
万
葉
集
の
中
で
山
上
憶
良
も
詠

ん
で
い
る
よ
う
に
、
く
ず
は
秋
の
七
草

の
ひ
と
つ
で
、
古
来
の
人
々
に
親
し
ま

れ
て
き
た
野
草
の
ひ
と
つ
で
す
。

畷

、
，

〉
く
ず
の
花

7

く
ず
粉
に
秘
め
ら
れ
た
限
り
な
い
力

　
く
ず
粉
と
は
、
そ
の
く
ず
の
根
を
砕

い
て
水
に
浸
し
、
冷
水
に
さ
ら
し
て
で

ん
ぷ
ん
質
を
取
り
出
し
た
も
の
で
、
く

ず
き
り
や
く
ず
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
和

菓
子
の
原
料
に
な
っ
た
り
、
く
ず
粉
と

砂
糖
を
混
ぜ
て
火
に
か
け
た
「
く
ず
湯
」

は
、
栄
養
が
あ
っ
て
消
化
が
よ
い
た
め
、

昔
か
ら
病
人
食
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
根
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
は
葛

根
（
か
っ
こ
ん
）
と
呼
ば
れ
る
漢
方
薬
。

解
熱
や
薬
中
毒
に
よ
い
と
言
わ
れ
、
昔

か
ら
珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
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▲くずの根

く
ず
粉
と
小
原
地
区

　
小
原
地
区
で
は
天
明
の
大
き
き
ん

（
1
7
8
2
1
1
7
8
8
年
）
前
後
に

く
ず
粉
作
り
が
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
当
時
は
こ
の
地
区
に
良
質

の
く
ず
が
生
い
茂
り
「
小
原
の
く
ず
粉
」

は
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
以

来
、
米
よ
り
高
値
で
売
れ
る
く
ず
粉
作

り
は
農
家
の
副
業
と
し
て
盛
ん
に
行
わ

れ
、
昭
和
2
0
年
代
に
は
年
問
生
産
量
が

約
2
、
5
0
0
㎏
に
も
達
し
ま
し
た
。

福
島
や
石
巻
、
古
く
は
江
戸
、
大
坂
に

ま
で
運
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
3
0
年
代
に
入
る
と
原
料
の

く
ず
を
採
る
一
方
で
、
人
工
造
林
が
盛

ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
自

生
す
る
く
ず
が
減
少
。
ま
た
、
く
ず
根

を
掘
り
出
す
作
業
が
重
労
働
の
た
め
敬

遠
さ
れ
、
昭
和
5
5
年
以
降
は
く
ず
の
生

産
農
家
が
減
り
、
自
然
消
滅
の
形
で
姿

を
消
し
て
い
ま
し
た
。
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く
ず
粉
復
活
で
地
域
活
性
化

～
こ
れ
ま
で
の
歩
み
～

今
か
ら
5
年
前
、
も
う
］
度
小
原
の

く
ず
粉
を
復
活
さ
せ
た
い
と
思
い
立
っ

た
の
は
、
小
原
大
熊
地
区
の
小
室
信
利

さ
ん
た
ち
果
樹
農
家
5
名
。
く
ず
粉
復

活
と
、
獣
害
や
後
継
者
不
足
な
ど
か
ら

増
加
し
て
い
る
遊
休
農
地
の
活
用
で
地

域
の
活
性
化
を
と
考
え
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
、
小
原
地
区
が

国
か
ら
「
中
山
問
地
域
指
定
」
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
白
石
市
は
平
成
7
年
度

か
ら
中
山
間
地
域
活
性
化
推
進
対
策
事

業
（
国
・
県
・
市
の
補
助
事
業
）
と
し

て
小
室
さ
ん
た
ち
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

O
平
成
7
年
度

・
く
ず
の
自
生
場
所
を
調
査
。

・
く
ず
粉
の
生
産
地
と
し
て
有
名
な
奈

　
良
県
東
吉
野
村
を
視
察
。

O
平
成
8
年
度

・
小
室
さ
ん
ら
5
人
で
「
小
原
地
区
寒

　
葛
生
産
組
合
」
を
結
成
。

ね
障
ニ
ニ喋

▲小原地区寒葛生産組合の皆さん。

　左から…　半沢實さん、組合長の小室信利

販G｛9）市原料販売（㎏）生産量（kg）原材料（kg）

22
（10年5月のこけしコンクールに出品＞

60
＜11年5月のこけしコンクールに出品一45kg

く臼石城、スバッシュランドで販売中一15kg

118

20（5）

140（6）

400平成9年産

2．000平成10年産

90150（5）3．000平成11年産

※（）は原材料に対するくず粉の含有率（％）

・
く
ず
根
を
掘
り
出
す
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

　
や
く
ず
根
の
粉
砕
機
な
ど
を
導
入
、

　
く
ず
粉
の
生
産
が
再
開
。

O
平
成
9
年
度

・
仙
南
地
域
地
場
産
業
振
興
協
議
会
に

　
お
い
て
、
市
販
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

　
開
発
を
行
う
。

O
平
成
1
0
年
度

・
く
ず
生
育
調
査
と
マ
ッ
プ
の
作
成
。

・
く
ず
生
産
作
業
場
の
整
備
。

・
混
ざ
り
物
の
な
い
1
0
0
％
の
く
ず

　
粉
が
、
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
小
原
の
寒

　
く
ず
」
と
し
て
商
品
化
さ
れ
る
。

・
和
菓
子
、
温
麺
な
ど
の
原
料
と
し
て

　出

荷
さ
れ
た
ほ
か
、
全
日
本
こ
け
し

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
併
設
し
て
開
催
さ
れ

　
た
地
場
産
品
祭
に
出
品
し
た
と
こ
ろ

　好評を

博
す
。

▲純度100％の天然くず「小原の寒くず」は
　15Qgで1，050円

試
験
栽
培
で
遊
休
農
地
を
活
用
～
全
国
で
も
珍
し
い
く
ず
畑
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
林
な
ど
に
よ
り
く
ず
根
が
伐
採
さ

▲平成9年5月に栽培を始めたくず畑

　
将
来
的
に
原
料
を
確
保
し
、
出
荷
量

の
拡
大
と
安
定
生
産
を
図
る
た
め
、
組

合
で
は
全
国
で
も
事
例
の
な
い
く
ず
栽

培
を
試
み
て
い
ま
す
。

れ
、
生
産
が
途
絶
え
た
過
去
の
反
省
を

生
か
し
、
平
成
9
年
5
月
、
地
元
の
耕

作
放
棄
地
2
0
a
と
、
自
己
所
有
地
を
合

わ
せ
た
約
2
5
a
に
く
ず
を
栽
培
し
ま
し

た
。
収
穫
ま
で
に
数
年
か
か
る
た
め
、

毎
年
収
穫
で
き
る
サ
イ
ク
ル
を
組
み
、

最
終
的
に
は
3
㎞
程
度
の
畑
の
活
用
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

▲栽培から2年半が
　経ったくずの根

　　　　がんばっています

小原地区寒葛生産組合　組合長　小室信利さん

　平成7年に白石城ができるとき、自石三白で無か

ったのは「くず粉」だけでした。また、一般に市販

されているくず粉はサツマイモなどを使ったものが

目立ち、純粋なくず粉を求める人たちが多かったこ

となどから、親の代まで続いたくず粉作りの復活を

　・と考えました。復活と言っても、何しろ40年ぶ

りでしたので、作業手順などを92歳になる母から聞

いたこともありました。

　くずの試験栽培に取り組んでいますが、同じくず

根でも、でんぷんの入り方がまちまち。ツルの伸び

方なども研究して、将来的にいいものを確実に栽培

したいと思っています。

今後も本物にこだわり、純度100％の天然くず粉の

生産を続け、「日本一のくず粉」を目指していきた

い。また、この伝統が途切れることのないよう、後

継者を育てていきたいと思っています。



作
業
工
程
～
「
小
原
の
寒
く
ず
」

寒
さ
の
中
で
手
作
り
で
、
手
間
ひ
ま
か

け
て
つ
く
っ
て
い
ま
す

　
1
0
0
㎏
の
く
ず
根
を
用
意
し
て

も
、
取
れ
る
く
ず
粉
は
5
～
6
㎏
ほ
ど
。

そ
の
く
ず
粉
作
り
は
、
1
2
月
か
ら
3
月

の
寒
い
時
期
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

原
料
と
な
る
く
ず
根
に
で
ん
ぷ
ん
質
が

多
く
な
る
の
が
こ
の
時
期
で
あ
り
、
ま

た
暖
か
い
時
期
だ
と
粉
が
純
自
に
な
り

に
く
い
た
め
で
す
。
真
冬
の
冷
た
い
清

ら
か
な
水
で
、
手
作
業
で
丹
念
に
精
製

す
る
こ
と
に
よ
り
、
限
り
な
く
近
い
白

に
仕
上
が
り
ま
す
。

が
で
ぎ
る
ま
で
・
0

・
約
－
カ
月
～

地
域
の
子
供
た
ち
に
指
導
～
小
原
小
学
校
で
体
験
学
習
～

木を鷲驚誓態雛繁を
　繰り返します（約6日間）。

踏
襲
す
る
製
造
法

　
く
ず
根
を
掘
っ
た
り
、
粉
砕
す
る
た

め
に
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
粉
砕
機
を
導
入

し
た
以
外
は
、
伝
統
的
な
製
造
法
を
踏

襲
し
て
い
ま
す
。

　　晩秋、地元の山から天然の根を
掘ってぎますD古し・根は』太さ20cm

，あ擬1£鐘留，灘て，、る

くずを掘り出すのぱなかなかの更労働

　夏、花咲く時期に山を歩ぎ、見っ
けておくことが肝叱だと．いいます。1
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！脚・イ
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急
、
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魚
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懸ご漣　　馬
　　　　　　　屏　／

劉4饗臨
／一写　　　　　　　　　　　　．転・

　　　　一繍　ーみ賊撃》

掘暑謀暴蘇欝’
　本を張った桶の中へ…。
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　　　　㎏◎f写ズ’・・
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　　陰干灘麓謬協晶、．
純粋なくず粉はまぷしいぼどの白ざに変身します

室．の論蕪罵饗許，穿）．，

　
組
合
長
の
小
室
さ
ん
は
、
毎
年
小
原

小
学
校
に
出
向
い
て
5
年
生
の
子
供
た

ち
に
く
ず
粉
作
り
を
教
え
て
い
ま
す
。

小
原
小
学
校
6
年
生
担
任

伊
藤
吉
政
先
生
（
談
）

　
現
6
年
生
が
5
年
生
だ
っ
た
今
年
の

1
月
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
く
ず
粉
作

り
に
参
加
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、

お
よ
そ
ー
カ
月
か
か
る
一
連
の
作
業
を

実
際
に
体
験
し
て
、
「
寒
さ
の
中
で
の

手
間
が
か
か
る
作
業
、
く
ず
粉
を
作
る

の
っ
て
と
て
も
大
変
。
」
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
な
が
ら
も
、
作
る
喜
び
を
学

ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
で
き
上
が
っ
た
く
ず
粉
で
、
家
庭
科

の
時
問
に
く
ず
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
り
ま

し
た
。
食
べ
て
み
て
「
お
い
し
い
。
小

原
の
く
ず
っ
て
す
ご
い
ね
。
」
と
郷
土

の
名
産
「
く
ず
粉
」
に
誇
り
と
関
心
を

持
ち
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
学
習
を
踏
ま
え
、
1
0
月
の

息．

、

　
　
　
　
」

　
　
　
　
隻

雫
、
、

評
・
、

〉
今
年
1
月
、
小
室
さ
ん
の
指
導
で

　
く
ず
粉
作
り
を
体
験

▼小原小6年生の皆さ

㌧』慌一AL
学
習
発
表
会
で
6
年
生
は
、
小
原
く
ず

の
歴
史
を
題
材
と
し
た
劇
に
も
挑
戦
し

ま
し
た
。
く
ず
粉
が
で
き
る
ま
で
に
ど

ん
な
苦
労
が
あ
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
だ
こ
と
を
、
下
級
生
や
父
兄
の
前

で
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
く
ず
粉
復
活
は
、
教
育
の
現
場
で
も

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

牲
匂
為
、
謬
，

，
［

藤
μ
繍

騙
州
・
潤

伊
　
　
　
，
　
　
》

の
ー
諭
F
訂
　
「
，
網

任
　
　
　
ー
、

担

角

騰
　
　
　
　
　
　

盆
、
，
菰

と
ず
　
　
5
ー
、
、
鱈

ん
巴
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
9
“

　
　
、
，
　
「
∠

〈
家
庭
科
の
時
間
に
、
く
ず

　まんじゅ

う
を
作
る
子
供
た
ち

　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

購
翻
　
　
曝

く
ず
を
使
っ
た
加
工
品

回
国
葛
粉
温
麺

㈲
マ
ツ
ダ
麺
業
本
舗
う
ー
め
ん
番
所

代
表
取
締
役
　
松
田
謙
一
さ
ん
（
談
）

（
例
）

　
　
よ
く
、
こ
れ
ぞ
「
温
麺
」
の
名
に
ふ
さ

　
　
わ
し
い
ぬ
く
も
り
の
あ
る
や
さ
し
い
麺

　
　
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　小原のく

ず
粉
を
使
っ
て
葛
粉
温
麺

と
、
抹
茶
入
り
く
ず
ま
ん
じ
ゅ
う
を
製

造
し
て
い
ま
す
。
葛
粉
温
麺
の
開
発
を

考
え
た
の
は
、
今
か
ら
6
年
ほ
ど
前
で

す
。
白
石
城
復
元
の
話
を
聞
き
、
白
石

城
を
訪
れ
る
観
光
客
の
方
に
、
く
ず
粉

を
練
り
込
ん
だ
う
ー
め
ん
を
和
紙
の
包

装
紙
で
包
ん
で
、
｝
度
に
白
石
三
白
を

味
わ
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
こ
と

か
ら
で
し
た
。
初
め
は
奈
良
県
の
吉
野

く
ず
を
使
っ
て
や
っ
て
み
ま
し
た
が
、

今
ひ
と
つ
普
通
の
麺
と
の
違
い
が
ハ
ッ

キ
リ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
点
小
原

の
く
ず
は
、
腰
が
出
て
、
の
ど
ご
し
も

　
小
原
の
寒
く
ず
が
地
場
産
品
と
し
て

育
つ
よ
う
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
，
み
介
書
”
㌔

　
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
、
　
　
　
一
凹

　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
盲
』

　
　
　
　
「
，
誇
㌶
画
盤

羅
騨
　
皿

圃
図
葛
ア
イ
ス

山
田
乳
業
㈱
常
務
取
締
役
企
画
開
発
室

室
長
　
山
田
光
彦
さ
ん
（
談
）

　
「
城
下
町
あ
ゐ
す
く
り
ん
」
シ
リ
ー
ズ

の
一
つ
と
し
て
、
地
元
産
の
ミ
ル
ク
を

原
料
に
く
ず
を
入
れ
た
「
白
石
葛
ア
イ

ス
」
を
平
成
9
年
春
か
ら
販
売
し
て
い

ま
す
。
ア
イ
ス
を
作
る
に
は
安
定
剤
と

し
て
増
粘
多
糖
類
が
必
要
で
す
。
く
ず

も
一
種
の
粘
性
の
も
の
、
あ
る
程
度
そ

れ
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
開
発
し
た
と
こ
ろ
、
い
い
触
感
の

も
の
が
出
ま
し
た
。
無
農
薬
の
抹
茶
に

く
ず
で
安
定
さ
せ
て
作
っ
た
葛
ア
イ
ス
。

お
中
元
、
お
歳
暮
な
ど
の
お
み
や
げ
セ

ッ
ト
と
し
て
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
純
度
1
0
0
％
の
く
ず
は
い
ろ
い
ろ

使
い
道
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
市

内
の
食
品
業
者
の
方
に
ど
ん
ど
ん
使
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懇

　
　
騨
　
ψ
　
曳

爆
楓
「

消
費
者
の
声
を
大
切
に

～
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
～

　
組
合
で
は
、
消
費
者
の
二
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
、
「
小
原
の
寒
く
ず
」
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
同
封
し
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
要
望
な
ど

に
少
し
で
も
応
え
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
・
ご
要
望
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

O
仙
台
市
青
葉
区
（
女
性
）

　
さ
す
が
混
じ
り
け
の
な
い
1
0
0
％

の
く
ず
で
す
ね
。
く
ず
も
ち
や
く
ず
き

り
に
し
て
食
べ
ま
し
た
が
、
触
感
が
フ

ニ
ャ
と
し
て
い
な
く
、
プ
ル
ン
と
あ
る

い
は
キ
リ
リ
と
し
た
感
じ
で
す
。
芋
か

ら
作
る
で
ん
ぷ
ん
が
出
回
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
だ
と
冷
め
る
と
ビ
シ
ョ
ビ
シ

ョ
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

O
市
内
東
町
（
女
性
）

　
も
う
少
し
コ
ス
ト
を
安
く
で
き
れ

ば
、
調
理
例
に
あ
る
よ
う
な
も
の
を
い

ろ
い
ろ
作
っ
て
食
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
頑
張
っ
て
続
け
て
く
だ
さ
い
。

O
市
内
福
岡
蔵
本
（
男
性
）

失
敗
し
な
い
く
ず
湯
の
作
り
方
を
書

い
た
も
の
が
欲
し
い
。
生
産
量
が
多
く

な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

O
柴
田
町
（
男
性
）

　
ど
の
よ
う
な
も
の
か
ら
ど
の
よ
う
に

で
き
る
の
か
見
学
し
た
い
。

0
仙
台
市
若
林
区
（
女
性
）

　
半
分
ぐ
ら
い
の
量
で
、
単
価
を
安
く

す
れ
ば
も
っ
と
買
い
や
す
い
と
思
い
ま

す
。

純
度
と
純
白
に
こ
だ
わ
っ
た

逸
品
を
昧
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
小
原
の
寒
く
ず
」
は
、
1
5
0
9

詰
め
と
手
軽
な
サ
イ
ズ
な
た
め
贈
答
品

や
引
き
出
物
な
ど
に
も
重
宝
さ
れ
て
い

ま
す
。
袋
に
は
く
ず
き
り
な
ど
、
調
理

方
法
の
説
明
書
も
入
っ
て
い
ま
す
。

　
「
小
原
の
寒
く
ず
」
は
、
小
原
寒
葛

直
売
所
（
小
原
字
後
2
8
）
、
白
石
城
歴

史
探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
ス
パ
ッ
シ
ュ

ラ
ン
ド
し
ろ
い
し
で
お
買
い
求
め
に
な

れ
ま
す
。一

・
、
3
　
、
拶
－

r
喰
辱

膨
きずく

く
ず
ま
ん
じ
ゅ
う

　
い
か
が
で
し
た
か
「
小
原
の
寒
く

ず
」
。
昔
か
ら
う
ー
め
ん
、
和
紙
と
並

ん
で
「
白
石
三
白
」
と
し
て
称
賛
さ
れ

て
き
た
理
由
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
た

で
し
ょ
う
か
。

　
伝
統
産
業
「
く
ず
粉
」
の
復
活
は
、

あ
く
ま
で
も
純
度
と
純
白
に
こ
だ
わ
っ

た
組
合
の
皆
さ
ん
の
情
熱
に
よ
る
も
の

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
の
作
業
は
大
変

で
す
が
、
年
々
生
産
量
を
拡
大
し
て
い

る
努
力
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
．
、

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

良
質
の
く
ず
と
し
て
、
県
内
は
も
ち
ろ

ん
全
国
的
に
も
そ
の
名
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
「
小
原
の
寒
く
ず
」
。
晩
秋
を
迎

え
、
こ
れ
か
ら
が
大
忙
し
と
な
る
組
合

の
皆
さ
ん
。
日
本
一
の
く
ず
粉
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
「
小
原
の
寒
く
ず
」
に
つ
い
て
の

　
お
問
い
合
わ
せ
は

・
小
原
地
区
寒
葛
生
産
組
合

　
（
小
室
信
利
さ
ん
）

　白

石
市
小
原
字
後
2
8

　
宙
2
9
1
2
3
6
2

・
白
石
市
産
業
部
農
林
課
農
政
係

　
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）

白
石
市
福
岡
長
袋
字
陣
場
が
丘
1
2
－
1
3

　
盧
2
2
－
1
2
5
3
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2
0
0
0
年
問
題
と
は

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
西
暦
年
数
を
下
2

ケ
タ
の
み
（
例
え
ば
、
西
暦
1
9
9
9

年
↓
「
9
9
」
）
で
管
理
し
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
1
9
9
9
年
か
ら
2
0
0
0

年
に
切
り
替
わ
る
際
に
「
0
0
年
」
を

2
0
0
0
年
で
は
な
く
1
9
0
0
年
と

認
識
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
で
す
。

技
術
的
に
は
単
純
な
問
題
で
す
が
、
こ

の
仕
組
み
が
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
根

づ
い
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
広
く
内

在
し
て
い
る
た
め
、
わ
が
国
の
み
な
ら

ず
全
世
界
的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
問
題
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
を
小
さ
な
集
積
回

路
に
埋
め
込
ん
だ
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
・

と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ご
く
一

部
に
も
2
0
0
0
年
問
題
が
潜
ん
で
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
チ

ッ
プ
は
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
エ
ア
コ
ン
、

電
話
、
カ
ー
ナ
ビ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
多
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

繋◎㊨

影

些

図罐

担
う
事
業
者
は
、
さ
ら
に
信
頼
度
を
高

め
る
べ
く
2
0
0
0
年
問
題
へ
の
対
応

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
万
一
不
測
の

事
態
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
、
必
要
に

応
じ
て
「
危
機
管
理
計
画
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
2
0
0
0
年
問
題
と
関
係

が
な
く
て
も
、
自
然
災
害
な
ど
で
社
会

イ
ン
フ
ラ
に
混
乱
が
生
じ
る
可
能
性
は

あ
り
ま
す
。
こ
と
さ
ら
2
0
0
0
年
問

誘

0

◆
市
民
生
活
へ
の
影
響

　
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
の
社

会
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
者

が
早
く
か
ら
対
応
を
進
め
て
お
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
2
0
0
0
年
問
題
が
原

因
で
一
般
生
活
に
重
大
な
支
障
を
き
た

す
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
社
会
イ
ン
フ
ラ
を

題
だ
か
ら
と
考
え
ず
に
、
い
つ
も
と
同

じ
よ
う
に
災
害
に
対
す
る
備
え
を
行
う

こ
と
が
現
実
的
で
す
。

◆
白
石
市
の
対
応
状
況

　
平
成
1
0
年
度
よ
り
、
2
0
0
0
年
問

題
に
対
応
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
シ

ス
テ
ム
に
関
し
て
は
シ
ス
テ
ム
の
修

正
・
更
新
作
業
を
進
め
て
、
現
在
一
部

の
シ
ス
テ
ム
を
除
き
作
業
が
完
了
し
て

お
り
ま
す
。
本
年
8
月
1
日
に
白
石
市

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2
0
0
0
年
問
題

対
策
本
部
」
（
本
部
長
”
市
長
）
を
組
織
し
、

市
役
所
業
務
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2
0

0
0
年
問
題
対
応
計
画
」
を
策
定
中
で

す
。
こ
の
作
業
を
通
じ
、
2
0
0
0
年

問
題
が
影
響
す
る
可
能
性
の
あ
る
業

務
・
シ
ス
テ
ム
等
を
改
め
て
洗
い
出
し
、

テ
ス
ト
が
必
要
な
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
模
擬
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
行
し
て
万
が
一

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に
対
応
す

る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を
行
う

な
ど
、
対
応
方
法
を
明
文
化
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
対
策
本
部
は
、
万
が
一
地

域
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
際
の
初
動

態
勢
の
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

◆
国
や
県
で
の
対
応
状
況

　
2
0
0
0
年
問
題
を
取
り
上
げ
た
書

籍
等
を
書
店
な
ど
で
見
か
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
問
題
の
と
ら
え
方
は
ま

ち
ま
ち
で
あ
り
、
ま
た
い
つ
で
も
情
報

の
入
手
が
可
能
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、
国
や
県
の

対
応
状
況
を
公
開
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
ア
ク
セ
ス

先
は
左
記
の
通
り
で
す
。

①身の回りの製品等2000年問題への対応状況について

　くく政府の高度情報通信社会推進本部　作成＞＞

　http：／／www．kanteLgojp／jp／pc2000／990412minomawarLhtm1

②コンピューター西暦2000年問題に関するQ＆A集
　くく政府の高度情報通信社会推進本部　作成＞〉

　http：／／www、kanteLgojp／jp／pc2000／990730situmon．htmI

③宮城県のコンピュータ西暦2000年問題に関する取り組み状況

　h塩）；／／www運）re五miyagijp／2000／

④コンピューター西暦2000年問題に関する各省庁のホームページリンク集

　く〈政府の高度情報通信社会推進本部　作成＞＞

h枕p：／／㎜k㎜tei．go釦／jp／pc2000雌．囲

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　情報広

報
課
（
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

　
翻
2
2
1
1
5
0
0

戸
籍
事
務
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

10

月
2
3
日
　
　
ス
タ
ー
ト

　
白
石
市
で
は
、
戸
籍
事
務
を
1
0
月
2
3
日
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
和
紙
に
記
録
し
て
い
た
戸
籍
事
項
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
保
存
・
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戸
籍
の
作
成
、
戸

籍
証
明
書
の
発
行
ま
で
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

ト　ノ
　■

藤

蓼

　
　
　
　
P

叔
，
ヂ
妻
審
’

．
“
鞘

、
嘱
ー
学

　
　
　
　
滴
・

　　　　精　一　　～
『■一＿『

諏　
　
　
｝

／
罐
饗

戸籍事務をコンピュータ化すると

①戸籍事務が速やかに処理できます。

　　戸籍事項の記載や、記載内容の確認が容易になるので、届け出か

　ら証明書発行ま暦に要する時問が大幅に短縮されます。

②戸籍謄本・抄本の呼び方が変わります。

　戸籍謄本（戸籍の全部の証明）→『全部事項証明』に、

　戸籍抄本（戸籍の一部の証明）→「個人事項証明』に変わります。

③これまでの戸籍は「改製原戸籍」になります。

　コンピュータ化された新しい戸籍には、婚姻や死亡などで除かれ

た人は記載されません。記載されない事項の証明が必要な場合には

　「改製原戸籍の謄本または抄本」を請求してください。

④「氏」「名」に使う文字を整理しました。

　戸籍の氏名に使用する文字は、　「常用漢字・人名用漢字・その他

国民一般に通用している標記（文字）」で記載することになります

戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
伴

い
、
証
明
書
は
A
4
版
（
偽
造
防
止
の

た
め
に
特
殊
な
用
紙
を
使
用
）
、
職
印

は
黒
の
電
子
公
印
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
住
民
票
や
印
鑑
証
明
、
税
務
証
明

な
ど
の
諸
証
明
も
同
じ
取
り
扱
い
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
籍
や
住
所
の
表
示
に
こ
れ

ま
で
「
O
O
番
地
の
△
」
と
な
っ
て
い

た
も
の
か
ら
「
の
」
の
記
載
が
な
く
な

り
ま
す
。

　
戸
籍
事
務
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
民
課
宙
2
2
－
1
3
1
2
へ

ど
う
ぞ
。

新
婚
さ
ん
に

キ
ュ
ー
ブ
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
贈
呈
！

　
白
石
市
で
は
、
1
0
月
－
日
か
ら
婚
姻

届
を
提
出
し
、
市
内
に
居
住
を
定
め
る

方
に
、
新
婚
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
「
ホ

ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
ペ
ァ
チ

ケ
ッ
ト
」
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　　　　一　－1　　　　　　　　　　　　　

醒、
　　　　　　　1　　　　　　　』　　　　　　　1　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、げξ尾　　　　　　田【

翼蝦　　　・　　　｝　蒐襲塑、
ヒ

ー

　　｝
エロ　　　　　　　　　
▲贈呈第1号となった大野竹志さん・

美由紀さんご夫妻。（10月1日婚姻）



公
立
刈
田
綜
合
病
院
の
経
営
状
況

　
　
　
　
　
　
　
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
き
め
こ
ま
か
な
診
療
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
近
年
に
お
け
る
医
学
・
医
術
の
発
展

は
め
ざ
ま
し
く
、
医
療
二
ー
ズ
も
多
様

化
し
て
お
り
、
今
日
の
医
療
は
ま
す
ま

す
高
度
専
門
化
・
細
分
化
さ
れ
て
お
り

ま
す
．

　
当
院
で
は
、
平
成
十
年
四
月
か
ら
新

た
に
消
化
器
科
と
呼
吸
器
科
を
開
設
い

た
し
ま
し
て
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
診
療
機
能
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
眼
科
用
レ
ー
ザ
ー
手

術
装
置
、
睡
眠
時
無
呼
吸
モ
ニ
タ
ー
な

ど
の
新
規
購
入
お
よ
び
超
音
波
診
断
装

置
、
人
工
透
析
患
者
監
視
装
置
な
ど
の

医
療
器
械
の
更
新
、
弾
性
衝
撃
結
石
破

砕
装
置
、
血
液
ガ
ス
分
析
測
定
装
置
な

ど
を
追
加
購
入
し
、
医
療
器
械
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
毎
週
土
・
日
曜
日

に
つ
い
て
は
、
内
科
系
・
外
科
系
の
二

名
の
医
師
が
日
当
直
体
制
で
、
住
民
の

皆
様
へ
よ
り
充
実
し
た
救
急
医
療
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
の
数
は
、
平
成
九
年
度
と

比
較
し
て
、
延
べ
数
で
入
院
は
七
百
三

十
四
人
の
増
加
、
外
来
は
三
千
四
百
九

十
五
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
収
入

に
お
い
て
は
、
入
院
収
益
で
前
年
度
と

比
較
し
て
、
一
億
四
千
五
百
十
八
万
六

千
円
余
の
増
収
、
外
来
収
益
も
一
億
七

百
三
十
五
万
二
千
円
余
の
増
収
と
な

り
、
そ
の
結
果
、
収
入
の
総
額
は
、
四

十
六
億
八
千
三
百
九
十
万
三
千
円
余
と

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
支
出
に
お
い
て

は
、
薬
品
や
診
療
材
料
な
ど
の
材
料
費

に
お
い
て
↓
億
五
千
五
百
四
十
万
九
千

円
余
前
年
度
よ
り
増
加
し
、
費
用
総
額

は
、
四
十
八
億
一
千
二
百
六
十
一
万
五

千
円
余
と
な
り
、
収
支
差
引
一
億
二
千

八
百
七
十
一
万
二
千
円
余
の
純
損
失

で
、
前
年
度
よ
り
二
干
百
万
円
余
赤
字

が
減
っ
た
も
の
の
、
厳
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
病
院
経
営
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
医
療
福
祉
増

進
の
た
め
、
医
療
器
械
整
備
、
診
療
待

ち
時
間
短
縮
等
に
努
め
、
信
頼
さ
れ
る

病
院
体
制
確
立
の
た
め
、
職
員
の
資
質

の
向
上
と
経
費
の
節
減
に
努
め
、
財
政

基
盤
の
確
立
と
経
営
の
健
全
化
を
図

り
、
よ
り
質
の
高
い
患
者
サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
ま
す
。

織騙眠
【入院外来収益に
＼　　　対し62．3％

支出
4，812，615

　　　干円材料費

　　　　　　　て，410，538千円

　　　　・麟轡

ゼ藻蕪　・％）

　　　　157，154千円（3，3％）

一支払利息　72，927千円（1，5％）

その他　106，754千円（2，2％）

／　　　入院収益
　　2，366，351千円

　　　（50．5％）

鷺繍翌』

臨潤
圃撫

50億

40億

30億

　　灘鼎鷺。、｝

　　　他会計負担金・補助金

　　　　210，349千円（4，5％）

　　　その他　84，949千円（1．8％〕

国

　　　　　　　　（万人）

2345678910
　
2

ラ
つ
ロ

人万（
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科内

16，127人

4，989人

12，989人

20，669人

14，118人

9，269人

21，607人

小児科

整形外科

　　　　43，623人

圃生808人
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科夕斗
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耳鼻咽喉科
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来
患
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入
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患
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2
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1
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4，537，800

平成9年度

　　　86，215
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（
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■とd1月13日（土）14日（日）

　　　　　　AM9＝00～PM4：00　AM9：00～PM3：00

■ところホワイトキューブ自石祓化体育活動センター

■主催白石市・JAみやぎ仙南

●11月13日・14日
　11＝00～13＝00

り
ト
た

ぎ
ス
つ

に
一
た
1

お
□
が
円

の
と
フ
0
0

米
個
一
－

新
2
ビ
の

皇
ド9

’

一
鴫
O
一
一

　　　　　　●11月14日
　　　　　　　　10＝00～12＝00
　　　　　　　コンサートホールにて

「女房は宇宙をめざした」をテーマに、宇宙飛行

士の妻をもつ向井氏（慶磨義塾大学医学部助教授）

が、たのしい話を聞かせてくれます。マンドリン

演奏（白石女子高マンドリン部）などもあり。

出
入
口

丹精こめて育てた野菜や
穀物、樹苗などが一堂にi

日用品、衣料品などを農協特価で販売！

★農機センターにて農業機械展示販売も行っています

地元でとれた新米や旬の味覚を格安で販売します。

親子木工教室やこけしの絵付け、小学生
の丸太切りコンテストを開催。

釦

⑧　　　スポーツでいい汗流そう！1
　　　　　　　　　　　『●11月14日　レクリエーション9＝00～16＝00

　■家庭バレーポール大会（白石市中央公民館）

　■ソフトボール大会（白石東中学校グラウンド）

　■ゲートボ扁ル大会（白石川緑地公園コート）

顛

oo

響

塵灘

姉妹都市のおいしい特産
物が集まります。

料理や手芸品など、

アイデアをいかし
た手づくり品がい
っぱい！

自石産新米と

国産牛肉1
食べでがい！

向井千秋さんの夫

向井万起男氏

　講演会

●農林産物一

コンテスト

●農産物一
マーケット

●農協展｝

林業まつり

ぎつ
会

ち
大

も

　
展

な
し

き
ら

て
暮

す

’潔羅瓢
　吹奏楽部演奏

●カラオケ大会

アルフェスタ’g釧

も美術館

馴ナ
ア

ー
イ

コ
デ

談
メ
一

相
チ
ナ

業
ル
一

農
マ
コ

●
●

画
留
展

畠
W
産

画
U
物

フリーマーケット

　2001年
国体プレイベント

大ミニ四駆大会

曜診13日．．

「119番の日」記念イベント

消防の広場
消防自動車やポンプ車が集
まります。かわいいミニ消
防車にも試乗できるよ！

場市一
ー

ミ
爾
U

（

●11月13目　　緑化木を
　9＝00～14＝00さしあげます！
　　　　　　　　　お早めにどうぞ。

星齪黛穿もちつき＆もちま壱大会

●11月14日10＝00～もちつき
　　　　　12＝00～もちまき1

　　　　11月13日
白石女子高吹奏楽部による演奏や消火

訓練、119番通報体験等を行います！

　　　　11月14日
　市民参加の大力ラオケ大会。

　　　　11月13日
■10：00～シャンパンで乾杯！ふるまい酒をします。

■講座PR…民謡・着付・ドールペインティングなど

　　　　11月14日
■講座PR…池坊・茶道

　　　　　■白石、登別、海老名市
　　　　　　小学校交流作品展

　　　　　■市内小・中学生書写
　　　　　　絵画工作作品展

アで世界旅行コーナー」もあり！

家庭内に眠っている衣料品や雑貨
など、掘り出しものがズラリ。

●13日　　　●14日
　9：00～11＝00　　9＝00～15＝OO
新体操と山岳競技；をビデオや体験

コーナーでお楽しみ下さい。

　　　　北海道名物・あつあつの

　　　　石狩鍋をどうぞ1イクラ
　　　　や鮭などイキのいい食
　　　　材も販売します！

　　　｛“

　　　　　　　　　　ミニ四駆の走りを競おっ！



大

欝
鎧
鮮
鴛
耀
簾
錘
壷
儲
灘
離
響
黎
灘
鷲

遺
産
」
が
載
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
流
を
好
む
ウ
グ
イ
が
泳

　
　
「
田
舎
や
地
方
都
市
の
商
店
街
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
小
さ
な
堀
も
あ
る
な

ら
に
曙
い
が
消
え
て
い
る
．
経
済
　
　
　
　
　
■
ど
、
街
は
シ
ャ
ッ
タ
蓮

活
性
f
を
焦
る
あ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
　
　
　
　
ク
　
　
　
り
に
な
ぞ
は
い
て
も
・

轄
濤
鍵
欝
　
9
刑
墾
た
風
情
を
残
し

り
さ
ま
で
あ
る
．
」
　
　
　
」
せ
ら
的
種
ヒ
の
側
面
か
ら
だ

撫騰く
中
で
、
「
し
か
し
昭
和
の
遺
産
さ
　
　
　
　
　
■
街
の
風
情
を
・
時
代
の
生

え
文
化
価
値
を
認
め
、
そ
の
ま
ま
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
証
人
と
し
て
守
り
抜
く

存
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
が
い
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
気
概
で
あ
至

麟
難
離
翻
難
、
『
購
墾
矢
鯉
藩
號
し
多
文
中
で
白
石
の
こ
と

を
お
褒
め
項
き
、
大
変
感
激
致
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の

ワ
イ
マ
ー
ル
市
は
第
二
次
大
戦
の
際
、
空
爆
の
た
め
八

五
パ
ー
セ
ン
ト
が
廃
嘘
と
化
し
た
の
で
す
が
、
敗
戦
後
、

飢
餓
の
最
中
に
市
民
が
ま
ず
取
り
か
か
っ
た
の
が
、
ゲ

ー
テ
や
シ
ラ
ー
が
活
躍
し
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
制
定
の

会
場
と
な
っ
た
国
民
劇
場
の
復
元
で
し
た
。
白
石
の
旧

市
街
地
に
対
し
て
の
私
の
考
え
方
の
原
点
は
こ
こ
に
あ

り
ま
す
。

　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
は
、
自
石
デ
ザ
イ
ン
会
議
メ
ン
バ

ー
か
ら
の
「
単
な
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

よ
り
も
、
耐
震
性
を
強
化
し
た
う
え
で
新
し
い
用
途
を

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
市
民
会
館
は
す

っ
か
り
白
石
の
原
風
景
に
と
け
込
ん
で
い
る
建
物
だ
か

ら
」
と
い
う
提
言
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
が
、

改
造
に
当
た
っ
て
は
随
分
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
今
で
は
、
月
八
千
人
以
上
の
利
用
者
を
数
え
、
か
つ

て
の
市
民
会
館
よ
り
は
る
か
に
利
用
度
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
実
は
、
私
も
中
心
部
の
街
路
整
備
事
業
に
は
反
対
で

す
。
そ
れ
は
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
街
の
文
化

的
意
義
も
尊
重
し
て
い
き
た
い
と
い
う
点
が
一
つ
で

す
。
も
う
一
つ
、
街
路
整
備
事
業
を
行
っ
て
も
、
店
を

改
造
す
る
だ
け
の
体
力
が
現
在
の
商
店
街
に
は
な
／
＼

※
セ
ッ
ト
バ
ノ
ク
…
道
路
幅
を
広
げ
て
、
店
舗
な
ど
の
建
物

を
現
在
の
位
置
よ
り
も
後
退
さ
せ
る
こ
と
．
、

※
ス
ク
ラ
ッ
プ
，
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
…
老
朽
施
設
を
廃
棄
し

効
率
的
な
新
規
施
設
に
切
り
換
え
て
い
く
こ
と
。

失
う
も
の
の
み
が
多
い
の
が
現
実
で
す
。
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
は
、
現
在
の
街
並
み
を
生
か
し
た
ソ
フ
ト

の
開
発
が
最
も
肝
要
で
し
ょ
う
。

　
白
石
城
は
観
光
の
拠
点
と
し
て
造
っ
た
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
東
京
に
、
そ
し
て
県
内
で
は
仙
台
に
圧
倒

さ
れ
、
プ
ラ
イ
ド
を
失
っ
て
あ
き
ら
め
の
心
境
に
引
き

込
ま
れ
て
い
く
市
民
に
、
気
概
を
そ
し
て
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
が
最
大
の
理
由
で
す
。
「
街
の

風情は

文化

遺
産
」
と
い
う
先
生
の
言
葉
に
触
発
さ
れ
、

つ
い
つ
い
長
々
と
駄
弁
を
労
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
生
か
ら
の
ご
返
事

　
こ
の
度
は
、
小
論
を
お
目
に
止
め
て
下
さ
り
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
仕
事
柄
、
地
域
の
皆
様
に
学
ば

せ
て
も
ら
い
に
市
町
村
を
歩
き
回
る
の
で
す
が
、
思
い

出
し
て
は
御
市
を
お
訪
ね
致
し
楽
し
ま
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
早
春
に
は
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
か
ら
本
も
頂

戴
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
街
で
あ
り

続
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
る

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

秋空の下でさわやかな汗

回＝－　寵　…1　圏

』，　　　　　　　　　　Ψ曜　　　　　　　　　　　戸解・一伽ノ

響ンや．囎欝
’　　　　　　、‘　彫
　　　　　転〉く嵐叢、．

　　　　　　虻＿’一」

　　　竿　　霊　　　鱒
　　　　）　　　　　

｝一一，

　　　　4
・　一

　体育の日の10月10日、白石川緑地

陸上競技場に約5，000人を集めて、第

71回市民体育大会が開催されました。

参加した24自治会の選手は、玉入れ、

綱引き、釣り物リレーなどの種目で、

家族や地域の人たちと力を合わせ優

勝を目指し奮戦しました。

競技の合間には幼稚園や保育園、

白石一小、白石二小の子供たちによ

るマスゲームが競技場いっぱいに披

露され、大会に花を添えました。

〔地区対抗の結果〕優勝：西益岡、

準優勝：本郷第3、第3位：田町

であし、・ふれあい・ささえあし、

　ホワイトキューブで10月9日、自

石陽光園など市内の福祉施設、団体

が一堂に会して第1回福祉まつりが

開催されました。

　　　　　　　　薯
　　嘉　　　　　ち　陽
蝦・一　齢　　　既摩

慰
． ．＿緊ご☆聯．・！

　　　　ず　　　　でワヒリるほ　 ハ　　 　　ノ
　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　ド　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　鯉・　　　　　　一・’琴
　　　　　　』　　　　　F　　■　　　　　　　　　　　一

福祉施設利用者による歌や踊り、

楽器演奏がステージで披露されたほ

か、障害を持った方とのふれあいの

場や伝承あそびなどの体験コーナー、

各施設、団体の生産物・作品などを

販売するコーナーなどに大勢の市民

が詰めかけ、施設団体と地域社会と

の交流の輪を広げました。

将来の交通体系を踏まえて

　螺臨　．．誘
　　　　　　層蘭『
　　　　　　　躍．＿

　　　　　　疹薦タクシー

　 　　　　一－

　「市民と市長のふれあいトーク」

において、通院や商店街・市役所等

公共施設利用のための交通手段とし

て、寿山・緑が丘の皆様から要望が

あった「市民タクシー」が10月1日、

試験運行を開始しました。市民タク

シーは、市内タクシー会社3社より

市が車両を借り上げ、来年3月まで

の平日に、緑が丘市営住宅から刈田

病院までの約3kmの区問を1日2往
復します。（料金は中学生以上200円、

小学生100円、未就学児は無料）

市では、この試験運行の結果を踏

まえ、今後の市内交通輸送のあり方

を検討することにしています。

お茶の風雅を楽しむ

羅籔　為一711
　　　　名箋轟、1
　　羅　　簾慮 誘漣1　　、　一秤一匝，一一1　。／

郵　　レ　　ーz　　、蛛1　黛、　　　＿　　、 一

　　　　ゆ　「や．，鱒鯉q躍－・・　誓、

瀬磯翻㌔ド撰
慮 、一鳥　　、甲聾　　｝

秋晴れとなった9月25日、白石城

と碧水園で恒例の市民茶会が行われ

ました。これは、白石茶道会と碧水

園が主催したもので、江戸千家、表

千家など4団体が参加して、市民を

はじめ仙台や福島などから訪れた約

1，000人にお点前を披露。本丸内に

設営された野だて席では、天守閣を

見上げながらゆったりとお茶を楽し

みました。

お気軽にこ相談ください

曜r【

10目1日、社会福祉法人不忘会が

運営する自石市在宅介護支援センタ

ー「八宮」がオープンしました。

在宅介護支援センターは、在宅の

寝たきりのお年寄りや痴呆性高齢者

の介護の仕方、福祉サービスの利用

方法などの相談に応じるもので、面

談のほか電話による相談も行います。

福祉の里にある在宅介護支援センタ

ー「茶園」とともに、10月1日から

申請の受付が始まった介護保険にお

いても大きな役割を果たすことにな

ります。

ダンボールで甲冑作り

白石市民春まつり協議会のメンバ

ーらが、来年の春まつりに手作り
かっちゅろ

甲冑で市内を練り歩こうと企画した、

ダンボールで甲冑を作る「甲冑工房

片倉塾」が9月18日、いきいきプラ

ザで開講しました。

　　　　　　　7に、、
　　　　　　瀦
　　ノ　r　嘆！
　　　　　　審 ・L『

庵躍》二》
謹匡愛㌘『

この塾は、手作り甲冑講師、小田

原市民ボランティア「うさぎ塾」の

皆さんを招いて来年の3月まで月2

回開催されるもので、参加した市民

ら約30人は、半年後の甲冑の完成を
　　かぶと目指して兜作りに挑戦しました。

楽しく学び事故防止

秋の交通安全運動に合わせて、南

蔵王自動車学校主催による小学校交

通安全教室が9月26日、同学校で今

回初めて開催されました。

養簸豫恥曲．『．　更

参加したのは、福岡小・深谷小の

子供たち約30名で、開放された教習

コースを使用して自転車の正しい乗

り方を学んだり、飛び出しや大型車

の巻き込まれによる事故の怖さにつ

いて説明を受けたほか、靴飛ばしゲ

ームや芋煮会なども行われました。

南蔵王自動車学校では、今後も春

と秋の交通安全運動期閲中にこの教

室を開催し、子供たちに事故防止を

呼びかけることにしています。

ぼくも、わたしも協力します

　　』輝．〆』コ瞬

　　　　　　　　ノ
　　、　　一＿彊　　　　　　　　7’　一　　盈rh＿

　8月17日未明に起きたトルコ地震

による被災者への義援金を募ってい

たひかり幼稚園の子供たちが、9月

20日に総合福祉センターを訪れ、全

園児280人が募金した16，696円を市

の日赤担当職員に手渡しました。

市ではこれを早速日赤宮城県本部

へ送金、子供たちの真心が込められ

た義援金がトルコの被災者の元に送

られました。



市
民
文
芸
鴨
罐
雄
鞭
講
霧
印
縫
刀
篠

床
に
伏
し
吾
が
身
一

人
福
祉

高
橋
辰
男
選

　
　
　
　
に
な
っ
て
考
え
る
介
護
保
険
や
老

　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

老
い
夫
の
丹
精
込
め
た
野
菜
と
り
心
し
て
作
る
料
理

は
旨
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
お
ず
き

吹
く
風
も
和
ら
ぐ
日
差
し
草
む
ら
に
鬼
灯
赤
し
実
の

二
つ
三
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

平
和
な
る
こ
の
ま
ま
の
暮
ら
し
を
希
い
つ
つ
孫
と
つ

れ
だ
ち
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

亡
き
友
に
似
た
る
選
手
の
躍
動
に
老
い
を
忘
れ
て
声

援
送
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

豊
作
の
田
ん
ぼ
は
待
ち
て
い
る
も
の
を
老
の
二
人
は

足
の
運
べ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
松
貞
子

久
々
に
里
に
帰
り
て
め
ぐ
る
庭
水
車
の
そ
ば
に
紫
雲

英
の
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

よ
う
や
く
に
涼
気
の
立
ち
し
朝
仕
事
予
報
た
し
か
め

大
根
を
播
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

画
面
み
て
地
球
儀
ま
わ
し
指
さ
す
も
義
援
の
少
額
送

る
外
に
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
山
　
成
夫

雨
の
中
仕
事
の
あ
と
を
見
ま
わ
り
て
明
日
に
そ
な
え

し
ば
し
く
つ
ろ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
タ
カ
子

國
一
首
目
。
介
護
保
険
が
い
よ
い
よ
「
吾
が
身
に

な
っ
て
考
え
る
」
と
こ
ろ
ま
で
迫
っ
て
き
た
。
老
後
を

案
ず
る
切
実
な
歌
。
二
首
目
。
健
康
と
実
用
を
兼
ね
た

夫
の
野
菜
作
り
に
感
謝
し
な
が
ら
、
料
理
に
心
を
込
め

る
作
者
。
三
首
目
。
猛
暑
も
去
り
秋
め
く
風
に
ふ
と
見

る
と
、
ホ
オ
ズ
キ
の
実
の
鮮
や
か
な
赤
が
あ
っ
た
。

遠
藤
秋
尾
選

彩
う
す
く
醸
し
出
し
つ
つ
霧
う
ご
く

耐
え
て
き
し
気
力
残
暑
に
尚
耐
え
て

佐
藤
周
子

三
浦
愛
嶺

手
花
火
の
ポ
ト
リ
と
落
ち
て
闇
深
し
　
大
庭
　
良
子

家
一
歩
出
れ
ば
旅
人
天
高
し
　
　
　
　
山
家
　
弘
子

史
跡
訪
ふ
移
動
学
習
秋
の
旅
　
　
　
　
高
橋
　
正
雄

幾
百
の
赤
き
烏
居
や
虫
し
く
れ
　
　
　
岩
沢
　
伍
峯

こ
の
活
気
ど
こ
に
ひ
そ
む
や
踊
の
夜
　
日
下
　
　
文

　
　
　
　
　
　
わ
れ
も
ニ
う

子
等
の
声
野
に
高
か
り
き
吾
亦
紅
　
高
子
た
ち
ば
な

迎
え
火
を
焚
い
て
魂
待
つ
夕
餉
前
　
　
遠
藤
　
忠
臣

赤
ト
ン
ボ
タ
焼
け
雲
に
群
れ
を
な
し
　
木
村
の
ぶ
子

［
翻
］
一
句
目
。
視
界
を
閉
ざ
す
霧
の
日
、
心
な
し
か
霧
が

動
く
よ
う
だ
。
彩
薄
く
四
方
の
景
が
少
し
ず
つ
見
え
始
め
る
。

「
醸
し
出
す
」
と
の
表
現
は
老
練
の
作
者
な
ら
で
は
の
句
。

二
旬
目
。
今
年
は
例
年
に
な
い
炎
暑
続
き
、
そ
の
暑
さ
に
耐

え
て
き
た
の
に
残
暑
も
ま
た
す
ご
い
。
そ
れ
に
も
耐
え
る
作

者
は
9
6
歳
で
あ
る
。
ご
自
愛
を
祈
る
。
三
句
目
。
花
火
は
夏

の
季
語
、
こ
の
花
火
は
線
香
花
火
で
あ
ろ
う
。
中
七
の
「
ポ

ト
リ
と
落
ち
て
」
が
リ
ズ
ム
よ
く
好
句
と
な
っ
た
。

近
江
孫
太
郎
選

人
間
の
余
白
へ
悔
い
は
な
い
と
書
く
　
草
野
　
　
清

ネ
ク
タ
イ
ヘ
嘘
も
本
当
も
ぶ
ら
さ
が
り
　
佐
藤
　
武
雄

わ
だ
か
ま
り
捨
て
た
握
手
の
温
か
さ
　
米
沢
　
礼
子

粉
飾
の
扉
の
奥
が
騒
が
し
い
　
　
　
　
片
岡
　
鶴
子

人
生
の
哀
歓
つ
れ
て
友
は
逝
く
　
　
　
一
條
　
芳
子

夫
婦
し
て
口
論
す
る
も
ボ
ケ
防
止
　
鈴
木
　
希
市

墓
地
買
っ
て
互
い
に
先
を
譲
り
合
う
　
大
庭
　
良
子

言
い
足
り
ぬ
言
葉
押
し
込
む
日
記
帳
　
大
沼
　
妙
子

コ
ソ
ボ
見
て
日
本
の
不
況
諦
め
る
　
　
小
野
嘉
津
子

天
高
く
気
持
ち
切
り
か
え
ダ
イ
エ
ッ
ト
　
佐
藤
　
尚
志

［
酬
］
一
旬
目
。
人
生
の
達
観
句
。
「
人
間
の
余
白
」
と
は
作

者
の
発
見
。
残
さ
れ
た
「
余
命
」
と
解
釈
す
る
が
ど
う
だ
ろ

う
か
。
悟
り
の
境
地
の
作
品
へ
惜
し
み
な
く
喝
さ
い
の
拍
手

を
送
り
た
い
。
秀
句
。
．
一
句
目
・
盛
岡
市
の
川
柳
は
つ
か
り

吟
社
の
選
者
の
と
き
、
「
ネ
ク
タ
イ
の
裏
に
ノ
ル
マ
と
い
う

地
獄
」
の
句
を
特
選
に
と
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
句
も

あ
り
ふ
れ
た
ネ
ク
タ
イ
一
本
に
、
人
問
の
「
本
音
と
建
前
」

を
喝
破
。
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
い
句
で
共
鳴
。
佳
句
。
三
句
目
．
、

己
の
人
間
的
醜
さ
・
狭
小
な
人
間
観
を
捨
て
る
と
、
世
界
が

広
く
大
き
く
見
え
る
と
教
え
て
い
る
よ
う
だ
。
女
性
作
家
ら

し
く
、
表
現
が
柔
ら
か
く
説
得
力
が
あ
る
。
佳
句
。

　ベ　　　　　　　　　　　　　ワヲ

コーヒーブレーク⑳

特別養護老人ホーム八宮荘

　　　村上一枝さん蔵王町123歳

》仕事について

　平成8年8月から八宮荘で事務をしています

》夢や目標

海外のディズニーランド巡りをすること

　
人

　
し

　
楽

　
て

　
に

　
緒

　
一

　
て

　
つ

プ
あ

イ
が

夕
り

の
や

想
い

理
思

》

公園愛護会の盾勲（懲5）

麟．．難臨轟．灘欝
〉管理公園　　　　弓　デ．．誤1 も・遙辱“

陣場が丘第2公園1ぞ　’，
　　　　　、　　綴　，
　　（1，130m）

　陣場が丘第2公園は、福岡小学校の西側にある

公園で、公園わきにはゲートボール場もあります。

　公園の維持管理は、地元の老人クラブ「長袋第

一長生会」が月1回程度、ゲートボール場も含め

た公園内の清掃、除草などを行っています。

　特に、遊具の安全点検は積極的に行っています

ので、児童の遊び場、地元住民の憩いの場として、

もっと多くの方々に利用していただきたいと思い

ます。

纏絶リフレッ浪！
り縫ん’　’傭獣

　リフレッシュ講座は、働く婦人の家

のサークルのひとつで、若い斉藤勉先

生の指導の下、スパッシュランド全館

を利用して、心も体もリフレッシュし

てい諌す。

　午前中はストレッチ体操や腰痛体操、

トレーニングマシンを便っての体力づ

くり、午後か5は温泉に入ったり、プ

ールの中での運動。泳げない人でも水

中歩行や走ったり、跳ねたり、これが

結構楽しいものです。

　健康づくりを進めるスポーツとして、

中高年者に巖も適した運動だと思いま

す。初めは水眉姿になるのが恥ずかし

いと思いましたが、プールか5上がっ

たときのそう快感は他では昧わえない

ものがあります。皆さんも気楽にお出

かけください。男性の方も歓迎します。

（毎月第2・4火曜日、10100～15100、

バス送迎あり）

＠
★

隅
醸

　
　
　
「
『
磯
ぐ
』

　
　
　
　
　
韓
．
‘

証．　　轟、・［．・鯉，』一』蒙
魍　　　　　　、、一一一　　．二＿　』・一隻煮

一
引

　
　
n

ナ
㏄

国際コー
　InternatiOnal

一4

威

ました。一番驚いたことは「和式のトイレ」だそ

うです！私も以前、日本に来たばかりのときに、

同じようにいろいろなことに驚きましたが、今で

はすっかり日本での生活に慣れ、当たり前のこと

のように感じて生活しています。

　　　　　　茸

嗅惚翻一ム．引繍二ぜ、」、二｛三．．＝論触、

、
隆

、
、
．
騨
㎜

　白石の国際交流活動にとって、9月は非常に活

発な時期でした！9月25日に行われた国際親善水

泳大会のために来白した子供たちとともに、24日

から10月1日まで、姉妹都市のハーストビル市か

らグリーンリーブス使節団として、9人の中学生

と2人の引率者も来白しました。

　日本を初めて訪れた子供たちは、期待に胸を膨

らませながら、24日の午後にホストファミリーに

会いました。ホストファミリーの皆さんが一生懸

命英語で自己紹介をしたら、子供たちがほっとた

め息をついて、リラックスしました！

　子供たちは白石にいる問、ホームステイを楽し

みながら、日本の文化についていろいろなことを

学びました。市内の中学校に体験入学をしたり、

う一めんを作ったり、日本舞踊も鑑賞したりして、

楽しい一週間を過ごして帰られました。

　白石滞在中、私が通訳で一緒に出かけました。

醒輔繭 　・蘇・麺函睡魑
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㊨
は
お
問
い
合
せ
先
で
す

気
を
つ
け
よ
う
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

秋
の
火
災
予
防
運
動
始
ま
る
1

法
務
局
か
ら

印
鑑
証
明
事
務
に
つ
い
て

　
今
年
も
風
邪
の
季
節
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
昨
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
A

香
港
型
の
集
団
発
生
に
よ
り
多
く
の
方

が
死
亡
し
ま
し
た
。

〈
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
〉

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

急
性
の
呼
吸
器
感
染
症
で
す
。

主
な
症
状
…

・
高
熱
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
全
身
け
ん

　
怠
感
な
ど
の
全
身
症
状

・
の
ど
の
痛
み
、
せ
き
や
た
ん
な
ど
の

　
呼
吸
器
の
急
性
炎
症
症
状

　
ま
た
、
感
染
力
も
強
い
の
で
毎
年
大

き
な
被
害
も
及
ぽ
し
て
い
ま
す
。

〈
予
防
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
〉

・
流
行
期
間
中
に
人
混
み
に
行
く
の
を

　
避
け
る
。

・
手
洗
い
と
う
が
い
を
心
が
け
る
。

・
か
か
っ
た
人
は
な
る
べ
く
外
出
し
な

　
い
よ
う
に
す
る
。

・
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る
。

・
室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
る
。

・
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　
を
受
け
る
。

　
（
最
寄
り
の
医
療
機
関
に
問
い
合
わ

せ
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
）
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
誰
も
が
か
か
り

う
る
病
気
で
す
が
、
特
に
お
年
寄
り
、

赤
ち
ゃ
ん
、
免
疫
力
の
低
下
し
て
い
る

人
や
体
力
の
弱
っ
て
い
る
人
な
ど
が
か

か
っ
た
場
合
に
は
重
篤
な
経
過
（
肺
炎
、

死
亡
な
ど
）
を
た
ど
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
有
効
な
予
防
手
段
で
す
。

⑮
健
康
推
進
課
　
宙
2
2
－
1
3
6
2

　か監

グ〃質
㊥
、

　
本
格
的
な
冬
の
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、
1
1
月
9
日
か
ら
n
月
1
5
日
ま
で
の

1
週
間
、
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
寒
さ
に
向
か
い
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
や
こ
た
つ
な
ど
火
気
の
使
用
が

多
く
な
り
ま
す
。

　
お
出
か
け
前
、
お
休
み
前
に
は
、
も

う
一
度
火
の
元
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
9
月
2
5
日
現
在
、
白
石
市
の
火
災
件

数
は
2
0
件
で
前
年
の
同
時
期
よ
り
3
件

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
白
石
市
の
火
災
の
傾
向
を
見

る
と
、
出
火
原
因
と
し
て
「
放
火
・
放

　
　
　
　
　
　
A
．
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
の
中
で
算
定
根
拠
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
翌
月
の
納
期
分

か
ら
税
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば

次
の
よ
う
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
社
会
保
険
に
加
入
し
た
り
や
め
た
人

　
が
い
た
場
合
。

②
生
ま
れ
た
方
や
亡
く
な
っ
た
人
が
い

　
た
場
合
。

火
の
疑
い
」
が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
、

昨
年
1
1
月
4
日
未
明
、
市
内
の
ゴ
ミ
集

積
所
な
ど
か
ら
8
件
の
火
災
が
発
生
し

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
各
家
庭
で
防
火
、
防

災
の
再
点
検
を
す
る
と
と
も
に
、
周
囲

に
燃
え
や
す
い
物
は
な
い
か
確
認
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
火
災
発
生
の
防
止
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
、
消
火
訓
練
や
防
火
講

習
会
お
よ
び
救
急
講
習
会
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。

⑳
白
石
消
防
署
　
面
2
5
1
2
2
5
9

③
転
出
や
転
入
の
届
け
出
を
し
た
場
合
。

④
修
正
申
告
な
ど
に
よ
り
、
所
得
金
額

　
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
。

　
な
お
、
税
額
に
変
更
が
生
じ
た
と
き

は
、
税
務
課
よ
り
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
確
認
の
う
え
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
H
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
5
期
の

納
期
で
す
。
便
利
な
ロ
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
法
務
局
で
は
、
1
0
月
2
0
日
か
ら
、
会

社
等
の
印
鑑
証
明
事
務
を
カ
ー
ド
式
印

鑑
間
接
証
明
方
式
に
よ
り
取
り
扱
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

①
力
ー
ド
方
式
へ
の
切
り
替
え

　
既
に
法
務
局
に
印
鑑
を
提
出
し
て
い

る
会
社
等
に
は
、
順
次
、
法
務
局
か
ら

印
鑑
力
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
た
め
の

申
請
書
等
を
郵
送
し
ま
す
。

②
印
鑑
力
ー
ド
の
交
付
手
続
ぎ

　
印
鑑
力
ー
ド
交
付
申
請
書
に
、
所
定

の
事
項
を
記
載
し
て
法
務
局
の
窓
口
で

手
続
き
す
る
と
、
印
鑑
力
ー
ド
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
（
代
理
人
に
よ
り
手
続
き

す
る
場
合
は
、
委
任
状
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
）

③
印
鑑
証
明
書
の
交
付
手
続
き

　
印
鑑
証
明
書
の
交
付
請
求
は
、
申
請

書
（
法
務
局
備
え
付
け
）
と
印
鑑
力
ー

ド
の
提
出
に
よ
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
（
郵
送
に
よ
る
場
合
に
も
、
印
鑑

力
ー
ド
の
提
出
が
必
要
で
す
。
）

詳
し
く
は
法
務
局
の
窓
口
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

㊥
仙
台
法
務
局
白
石
出
張
所

　
面
2
5
1
2
3
6
4

国
民
年
金
か
ら

～
明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
、
主
人
公
は
あ
な
た
で
す
～

児
童
手
当
に
つ
い
て

　
年
金
を
身
近
で
大
切
な
も
の
と
し
て

考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
毎
年

n
月
6
日
（
い
い
ろ
う
ご
）
か
ら
n
月

12

日
ま
で
を
「
年
金
週
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
の
公

的
年
金
を
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

☆
基
礎
年
金
番
号
を
チ
ェ
ッ
ク
ー

　
基
礎
年
金
番
号
は
、
初
め
て
公
的
年

金
に
加
入
た
と
き
に
交
付
さ
れ
る
年
金

手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
9
年
1
月
以
前
か
ら
加
入
し
て
い

た
方
は
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
に
よ

り
通
知
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
番
号

は
公
的
年
金
に
加
入
す
る
す
べ
て
の
人

が
持
っ
て
い
る
番
号
で
す
。

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
や
届
け
出
、
年
金
の
請
求

の
際
に
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
基
礎
年

金
番
号
（
年
金
手
帳
）
は
あ
な
た
の
人

生
を
共
に
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
加
入
期
問
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　
転
職
な
ど
で
職
場
を
何
度
も
変
わ

り
、
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
す

べ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
か
不
安
な
方

は
、
厚
生
年
金
加
入
者
証
や
年
金
手
帳
、

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
社
会
保
険
事
務

所
で
調
べ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
の
み
加
入
の
方
は
市
役
所

の
国
民
年
金
係
で
確
認
で
き
ま
す
。
年

金
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
受
給
資
格
期
問
を
チ
エ
ッ
ク
！

　
老
齢
年
金
の
受
給
に
は
、
6
0
歳
ま
で

に
三
〇
〇
月
の
受
給
資
格
期
間
が
必
要

で
す
。
保
険
料
の
未
納
期
間
な
ど
が
あ

っ
て
受
給
資
格
期
間
に
不
安
な
方
は
、

60

歳
以
降
も
任
意
加
入
す
る
こ
と
で
期

間
が
満
た
せ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
年

齢
に
よ
り
加
入
可
能
な
期
間
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
国
民
年
金
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

⑭
市
民
課
国
民
年
金
係

　
宙
2
2
1
1
3
1
2

★
児
童
手
当
制
度
の
目
的

　
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次
代

を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
お
よ
び
資

質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

★
児
童
手
当
の
月
額

・
第
一
子
　
5
千
円

・
第
二
子
　
5
千
円

・
第
三
子
以
降
　
－
万
円

※
手
続
き
な
ど
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
市
民
課
総
務
係
（
薗

2
2
1
1
3
1
2
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

こ
存
知
で
す
か
ー

検
察
審
査
会

民
事
介
入
暴
力
相
談
所
開
設

　
宮
城
県
警
察
本
部
、
仙
台
弁
護
士
会

民
事
介
入
暴
力
被
害
者
救
済
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
、
（
財
）
暴
力
団
追
放
宮

城
県
民
会
議
の
三
者
共
催
に
よ
り
、
暴

力
団
員
が
民
事
問
題
に
介
入
し
て
困
っ

て
い
る
方
や
企
業
、
団
体
の
た
め
に
、
「
民

事
介
入
暴
力
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
1
1
月
1
7
日
（
水
）
1
1
時
ー
1
5
時

●
場
所
　
大
河
原
地
方
県
事
務
所

⑭
（
財
V
暴
力
団
追
放
宮
城
県
民
会
議

　
事
務
局

　
霞
0
2
2
1
2
1
5
1
5
0
5
0

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
（
不
起
訴
処
分
）
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の
た

め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
た
1
1
人
の
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、
検

察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ

た
か
ど
う
か
を
、
良
識
で
審
査
す
る
機

関
で
す
。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

⑲
仙
台
検
察
審
査
会
事
務
局

　
宙
0
2
2
1
2
2
2
1
6
1
1
1

『
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『
●ねたつかよ

よ　＼
　』　　一－

〈
鈴
木
さ
ん
作
詞
の
歌
碑
と

　
作
曲
し
た
河
島
さ
ん
。

　
　
　
｝
　
一
（
潟
擾
　
－
黛
．
5
．

　
　
　
　
　
　
　
彰
戸

竣
、
　
即

轄

で慨殊Φ駐

餓
遜
旨
愚
醗
頑
，

　　，浄嚇議一．，。婁。雲総

照騨婁簑．、1．、，許．．、』蘇

08月28～29日、東京都立夢の島総

合体育館で行われた第25回全日本空

手道連盟剛柔会全国空手道選手権大

会に出場し、少年女子組手で全国3

位となったのは、福岡長袋にお住ま

いで、角田女子高1年の毛利真生
（まい）さんです。中学時代からみ

やぎ国体の強化指定選手に選ばれて

いる毛利さんは、毎日夜遅くまで練

習に励んでいます。今後の活躍を期

待します。

O青森県中里町の地域おこしグルー

プ「のれ！それ！中里」実行委員会

が募集していた中里城跡のイメージ

ソングの歌詞で、32通の応募の中か

ら沢端町の鈴木五朔さん（71歳）の

作品が選ばれました。鈴木さんの歌

詞にシンガーソングライターの河島

英五さんが曲をつけ、今後中里町を

PRする場などで歌われます。「の

れそれ」とは津軽弁で「徹底的に、

一生懸命」という意味です。

08月16日、歌津町で開催された平

成11年度夏期巡回ラジオ体操会にお

いて、平成11年度ラジオ体操優良団

体等表彰式が行われ、「白石ラジオ

体操会」が県表彰を受賞しました。

　白石城ラジオ体操会は、平成7年

7月に結成され、匹いい朝ふれあい

若々しく’をモットーに、会員40数

名が毎朝臼石城でラジオ体操をして

います。これからも頑張ってください。



市民の皆様へ

　　　11月のごみ収集日について（お知らせ）
◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています．曜日の見方は第何回目となります．）

不燃こみ

第4／火

第4／月

第4／金

第4／木

第4／金

第4／月

第4／水

区　　　　分

資源・ビン類

第2・第5／火

第2・第5／月

第2・第5／金

第2・第5／木

第2・第5／金

第2・第5／月

第2・第5／水

こ　　　　み

資源・缶プラ

第1・第3／火

第1・第3／月

第1・第3／金

第1・第3／木

第1・第3／金

第1・第3／月

第1・第3／水

可燃こみ

火・金

月・木

月・木

月・水・木

火・水・金

　　地　　　区（地　域　名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、自川、小下倉）

　　　（大鷹沢田中）

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

　　　（鷹巣）

E地区（市街・東北本線西側）

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成11年11月の収集日は下記のようになります。

　　※兄日．により又　日がψ’にカることがありま　ので　　認のう え、ごみを出して

　不燃こみ

　　30
した）

　　22

資源・ビン類

　　　9

旧は不燃こみに変更になり

　8・29

資源・缶プラ

2・16

　　可燃　こ　み

9・12・16・19・26・3052
　地区名
越河・斎川・大平

151

2612195

2511184

15・18・22・25。294・8・111

大鷹沢・自川・小下倉

大鷹沢田中

福岡・小原

2612195

228・29151

1・4・8・10・11・15・17・18・22
24・25・29

市街・東北本線東1貝

（白石工業高校側）

鷹巣

2410172・5・9・10・12・16・17・19・24
26・30

市街・東北本線西側

　（白石市役所側）

◆お願　い
1．ごみは収集日を守り、必ず収集日の朝8時30分までに出してください。

2．生こみは、十分に水分を切ってから出してください。

3，ペットボトルは燃やさないで、資源こみとしτ出してください。

4。スプレー缶は中身を便い切ってから穴をあけ、資源こみとして出してください。

◆ごみは指定の袋に入れて集積所へ
1．こみはあなたが住んでいる自治会曽理の集積所へ出してください。

2．他の自治会管理の集積所への持ち込みはしないでください。
　◎仙南リサイクルセンター（霞33－2225）では、一般家庭の「不燃性粗大ごみ」を平日と毎目第3土曜日（8：30

　　～11：30）に受け付けしてし、ます・　　　　　　　●お問い合わせ先　市生活環境課　面22－1314

◆
自
動
販
売
機
の
設
置
の

　
　
届
け
出
等
に
つ
い
て

　
白
石
市
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防
止
に

関
す
る
条
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

10

年
4
月
の
施
行
か
ら
1
年
半
経
過

し
、
皆
様
に
も
広
く
周
知
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
当
条
例
は
、
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸

い
が
ら
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
行
為
を
禁
止

し
て
い
る
の
に
併
せ
、
美
化
推
進
重
点

地
区
内
に
お
い
て
は
、
容
器
入
り
飲
食

物
を
自
動
販
売
機
に
よ
り
販
売
し
よ
う

と
す
る
方
は
、
「
自
動
販
売
機
設
置
届

出
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
設
置
届
出
書
を
提
出
済
で

あ
っ
て
も
そ
の
届
け
出
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
そ
の
内
容
に
添
っ
て
変
更
の

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
美
化
推
進
重
点
地

区
内
に
お
い
て
新
た
に
自
動
販
売
機
を

設
置
し
た
と
き
や
廃
止
・
変
更
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
美
化
推
進
重
点
地
区
内
の
自

動
販
売
機
に
合
わ
せ
、
そ
れ
以
外
の
届

け
出
の
必
要
な
い
自
動
販
売
機
に
つ
い

て
も
回
収
容
器
（
容
積
3
0
召
以
上
）

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
忘
れ
な
い
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

届
け
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
　
宙
2
2
1
1
3
1
4
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■
歯
ラ

　
　
義
プ

　
現
在
、
残
存
歯
、
歯
周
組
織
の
管
理

に
注
意
が
払
わ
れ
る
ほ
ど
、
義
歯
の
プ

ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
あ

ま
り
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
義
歯
を
装
着
す

る
目
的
は
、
喪
失
歯
と
そ
の
周
囲
組
織

を
形
態
的
、
機
能
的
に
回
復
す
る
こ
と

で
す
が
、
そ
れ
に
反
し
て
、
義
歯
の
装

着
に
伴
っ
て
口
腔
環
境
が
悪
化
し
や
す

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
原
因

は
義
歯
に
付
着
し
た
プ
ラ
ー
ク
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
義
歯
装
着
が

原
因
で
生
じ
る
義
歯
性
口
内
炎
は
、
義

歯
に
付
着
し
た
プ
ラ
ー
ク
中
の
細
菌
、

特
に
カ
ン
ジ
タ
菌
に
よ
る
も
の
で
す
。

義
歯
使
用
者
は
義
歯
の
汚
れ
、
義
歯
の

臭
い
の
原
因
は
食
べ
物
（
食
ベ
カ
ス
）

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
プ
ラ
ー
ク
に
よ
る
も
の
が
大
部
分

を
占
め
、
こ
れ
が
悪
臭
の
原
因
で
あ
り
、

粘
膜
下
の
炎
症
の
原
因
で
あ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。

広
瀬
歯
科
医
院

院
長
　
　
広
瀬
　
清
憲

嶋蕊
　
一
般
的
に
義
歯
の
汚
れ
の
除
去
は
ブ

ラ
シ
で
機
械
的
に
清
掃
し
ま
す
が
、
細

部
に
入
り
こ
ん
だ
汚
れ
や
細
菌
は
ブ
ラ

シ
の
み
で
取
り
除
く
こ
と
は
困
難
の
た

め
、
科
学
的
に
義
歯
洗
浄
剤
を
併
用
す

る
こ
と
に
よ
り
取
り
除
く
こ
と
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
手
が
不
自
由
で
あ
っ
た

り
、
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
ブ

ラ
シ
を
う
ま
く
使
え
な
い
方
に
も
、
義

歯
洗
浄
剤
は
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
義
歯
プ
ラ
ー
ク
の
除
去
に
は
ブ

ラ
シ
清
掃
と
洗
浄
剤
の
併
用
は
極
め
て

効
果
的
で
す
が
、
既
に
沈
着
し
て
い
る

歯
石
や
古
い
プ
ラ
ー
ク
、
タ
バ
コ
の
ヤ

ニ
な
ど
の
着
色
は
こ
れ
だ
け
で
は
完
全

に
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
歯
医
者
さ
ん

に
診
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

歯
の
定
期
健
診
が
大
切
な
よ
う
に
義
歯

の
定
期
健
診
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

、
入
れ
て
お
し
ま
い
”
式
の
義
歯
は
昔

の
話
で
す
。

のしむ

z

益子いな

．虫歯を早く治して

　　メタソ〃をもらおうノ

　虫歯ができてしまったら治療しなけ

れば治りません。特に、子供の虫歯は

進行が早いので、早めに治療すること

が大切です。

　そこで、平成10年4月から「むし歯

のない子」の対象児に治療を終了した

お子さんも含まれることになりました。

ぜひ、虫歯があるお子さんも3歳6カ

月健診までに、虫歯を治してメダルを

もらいましょう。

　今回の3歳6カ月児健診で虫歯の無かったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね！

菊池　優花ちゃん（本鍛冶小路｝　　　　　熊谷　彩花ちゃん〔福岡長袋
中澤　風斗くん　　〔大鷹沢大町1　　　　　春日　桃子ちゃん〔東町）
山口　　瞳ちゃん（福岡長袋1　　　　　　　渡邉　花織ちゃん〔不澄ケ池
佐久間　遼ちゃん〔田町1　　　　　　　　　若松さやかちゃん〔東町）
高橋奈津子ちゃん1鷹巣）　　　　　　　　　片平沙也香ちゃん〔福岡深谷
丹羽　六花ちゃん〔福岡八宮）　　　　　　我妻　丈汰くん　　〔外川原）
川田　隼也くん　　（大鷹沢三沢1

糊
、
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｝
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　　材料4人分
米・…………・……・3合
しめじ…　一…　一・一一一300g

シイタケ……………200g
ニンジンー一・・。・・一一一100g

甘塩鮭…・…………3切
大根の葉……………40g
赤ピーマン・…………甲20g

サラダ油……………少々
こしょう…・…………少々

塩………………・・少々
みりん………・……・・少々

〈
作
り
方
〉

①
半
量
の
ニ
ン
ジ
ン
を
薄
切
り
に
し
、

も
み
じ
型
で
型
抜
き
を
し
て
茄
で
る
。

②
し
め
じ
は
ー
、
2
本
に
ほ
ぐ
し
、
シ

イ
タ
ケ
は
薄
切
り
に
し
、
赤
ピ
ー
マ

ン
を
ー
㎝
角
に
切
る
。
①
の
残
り
の

　
ニ
ン
ジ
ン
は
花
型
で
型
抜
き
を
し
、

半
分
に
切
る
。
甘
塩
鮭
は
焼
い
て
骨

と
皮
を
除
き
、
ほ
ぐ
す
。

③
②
の
し
め
じ
と
シ
イ
タ
ケ
、
赤
ピ
ー

マ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
を
サ
ラ
ダ
油
で
妙

め
、
み
り
ん
を
加
え
る
。

④
大
根
の
葉
は
茄
で
て
、
小
口
切
り
に

す
る
。

⑤
米
は
普
通
に
炊
き
、
⑤
と
ほ
ぐ
し
た

甘
塩
鮭
を
加
え
て
さ
っ
く
り
と
混
ぜ

る
。
器
に
盛
り
、
④
と
①
を
上
に
散

ら
す
。

、
．
．
’

（’一1

、
　
　
，
．
．
2

D

1．園囹回回．
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こ
う
そ
く

Q
夫
が
突
然
心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
っ

て
か
ら
一
カ
月
が
経
っ
た
あ
る
日
．
銀

行
系
力
ー
ド
会
社
か
ら
、
夫
が
利
用
し

た
力
ー
ド
代
金
2
0
0
万
円
の
請
求
が

届
き
ま
し
た
。
私
は
夫
が
力
ー
ド
を
持

っ
て
い
た
こ
と
も
、
何
を
買
っ
て
い
た

の
か
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
夫
の
勤

め
て
い
た
会
社
か
ら
は
、
退
職
金
と
し

て
社
内
貸
し
付
け
を
差
し
引
い
た
4
0

万
円
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
ど
う
や
っ
て
支
払
え
ば
い
い
の

か
、
ま
た
、
今
後
ほ
か
の
請
求
が
き
た

ら
と
思
う
と
、
夜
も
眠
れ
ま
せ
ん
。

へ
人
が
死
亡
す
る
と
、
そ
の
人
に
遺

産
（
借
金
も
含
む
）
が
あ
る
限
り
相
続

さ
れ
、
死
亡
し
た
人
の
一
切
の
権
利
義

務
は
相
続
人
に
移
り
ま
す
。
相
続
の
順

序
は
民
法
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
死
亡

し
た
人
の
配
偶
者
は
常
に
相
続
人
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
死
亡
し
た
人
が
多

額
の
借
金
を
残
し
て
死
亡
し
た
と
き
、

妻
や
子
が
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
の

で
、
法
律
上
相
続
人
で
あ
っ
て
も
、
相

続
し
た
く
な
い
と
き
は
こ
れ
を
放
棄
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夫の死後．カード会社より

200万円の請求が・…

相
続
放
棄
に
よ
っ
て
、
借
金
な
ど
の

マ
イ
ナ
ス
の
財
産
の
相
続
は
免
れ
ま
す

が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
土
地
、
株
券
な

ど
の
プ
ラ
ス
の
財
産
も
当
然
相
続
は
で

き
ま
せ
ん
．
相
続
放
棄
は
、
死
亡
し
た

日
よ
り
3
カ
月
の
制
限
期
間
内
で
す
。

何
も
し
な
い
ま
ま
こ
の
期
問
を
過
ぎ
て

し
ま
う
と
、
相
続
人
は
死
亡
者
の
す
べ

て
の
財
産
（
借
金
）
を
相
続
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

3
カ
月
以
上
経
っ
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
な
ど
か
ら
請
求
が
き
て
、
初
め
て
借

金
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
場
合
は
、

そ
の
請
求
の
時
点
か
ら
3
ヵ
月
以
内
で

あ
れ
ば
相
続
放
棄
が
で
き
ま
す
。
裁
判

所
が
相
続
放
棄
の
申
請
を
受
理
し
た
と

き
に
、
放
棄
の
効
力
が
生
じ
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
相
談
者
は
プ
ラ

ス
の
財
産
が
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
で
相

続
放
棄
の
申
請
を
し
た
方
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
手
続
き
な
ど
は
弁
護

士
に
お
願
い
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

㊨
消
費
生
活
相
談
室

　
（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）
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誌佃
調査年月日：平成11年10月1日
平均価格1樋年朋比高値　安値安値

5，600

　630
　720
　　75

　　95

　298
　398
　580
　150
　258
　188

高値
5，600

　630
　720
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　　　規　　　格

一般家庭用、10】瀬

184
184
14、店頭価格、現金売り

1’、レギュラーガソリン、現金売り

合成洗剤、高密度粉末1，2kσ（亘，5kでも可1

液体、ポンプタイプ、700～780〃16

VBS，録画時問120廿、ス卸マー1舛フ、，倦組、換算可

長袖ワfシャツ1枚、綿あるいは綿混紡、店頭渡し

固形、プロセス、箱入り、200～225

Mサイズ、10個入り1パック

品　　目
プロパンガス

畑蝋店頭）

灯油（配達）

軽　油
ガソリン
洗濯用洗剤

シヤンプー

ビデオテープ

クリーニング

チーズ
鶏　卵

安値

　128
　328
　248

週　178
　148
　383
　362
　178
　198
　150

平均価格1対前年同月比比高値
0　　128

0　　358
　　　　296

　　2，380

5　　195
　　　　158

　　　　498

　　　　1器

欄

＋　20

＋　50

　128
　343
　272
2，290

　186
　153
　440
　671
　188
　248
　174

　　規　　格
普通品（1斤入り）1袋
サラダ油〔食用調合油1ポリ容器入り，L500

濃口しょうゆ，JAS特級本醸造、ポリ容器入り、r

宮城県産ひとめぽれ5kg

14、紙パック入り

ロース、チルド100
赤身、切身（刺身用1きはだ叉はめばち100

輸入品、無頭、長さ8～10cm、100g

普通品1k

普通品1k

普通品1kg

品　目
食パン
食用油
しようゆ

うるち米

牛　乳
牛　肉
まぐろ
え　び
にんじん

ね　ぎ
だいこん

LIBRARY　NEWS
　★今月の書棚★

　　　摂集彰ざ
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1　　　、肥罫
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　朴十ド丁歯∠　サザエさん
　いじわるばあさん

　エプロンおばさん

　仲よし手帖　新やじきた道中記

　長谷川町子　思い出記念館　ほか

　　　■新着図書案内30選■

1．　他人が気になって仕方ない人たち

　　　　　　　　R・ヘムフェルトほか著
2．　藤野真紀子から花嫁に贈る言葉

　　　　　　　　　　　　　藤野真紀子著
3．　愛された悪女と愛されない美女　中国

　　の歴史を彩った女たち　　藤水名子著

4．　再就職・転職に成功する80の鉄則

　　　　　　　　　　　　　　小島郁夫著
5．　日本復活　　　　　　稲盛和夫ほか著

6．　ホームページ作成らくらくP　A　C　K

　　　　　　　　　　　　　小川美智代著
7．　ビタミン・ミネラルB　O　O　K　五十嵐脩監修

8．　おしゃべりな花日記　　きらかずこ文

9．　カワイイ1こどものヘアカタログ

　　　　　ブルー・マジック・スタジオ編

10．　はじめてのモラ　太陽の島の民族手芸

　　　　　　　　　　　　　中山富美子著
11．　やりくりおかず・人気おかずレシビ400

　　　　　　　　　　　　　主婦の友社編
12．　おじゃる丸のお料理でおじゃる

　　　　　　　　　　　　　　神みよ子著
13。　家具づくりに挑戦　プロが教える本格

　　　スタイル　　　パッチワーク通信社編
14．　庭づくり百花事典　ジェニー・ヘンディー著

15．　だれでも描ける似顔絵教室　清つねお著

16．　ぽっくりぽこぽこ上方さんぼ　田辺聖子著

17．　聖餐　　　　　　　　石原慎太郎著
18．　御宿かわせみ　長助の女房　平岩弓枝著

19．　虹よ、冒漬の虹よ（上）（下）丸山健二著

20．　5日間のパリ　ダニエル・スティール著

21，　学校では教えない　おもしろ歴史人物
　　　1　0　0　　　　　　　　　　　　　　　　　言薄言炎社編

22．　レイチェル・カーソン

　　　　　　　ジンジヤー・ワズワース著
23．　からだの探検　クイズ王101　横山験也著

24，　ぶたさんのがらくたあそび

　　　　　　　　　　　きむらゆういち作
25，　ポケモンといっしょ　かくれんぽ

　　　　　　　　　　　　　　木村光雄絵
26．　ムーミン谷のふしぎな夏

　　　　　　　　　　トーべ・ヤンソン絵
27．　あたらしい　とっきゅう　ずかん

　　　　　　　　　　　　　　松本典久文
28，　二十六夜まつり　　　　　　黒井健絵

29，　たまねぎ博士1号タリラン　矢玉四郎作

30．　ろくろっ首の日記　　　　柏葉幸子作

　　　　◆図書館利用案内◆

開館時間　　火～土曜日9時～17時
　　　　　　　　日曜日　　10時～16時

11月の休館日

　　1日、3日、8日、15日、22日、
　　23日、29日、30日（月末休館日）

㌘

羅

「いぎいきプラザお問し恰わせ・お盤脅［酷

　　　　　　　　　　　　　　　＼　11月の休館日　1・8・15・22・29日
リサイクル工作教室1参加者募集

　　　　　　　　　　　　　　　★11月のフリーマーケットは、27日
）竹」を使って竹ぶえを作っ
　　　　　　　　　　　　　　　（第4土曜日）の9＝00～12100です。
レんか。あなたの笛はどんな　　　　略 斧　 　　　・　．爵．、ラー一…

1かな？　　　　　　　：　　　 一
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　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　』　＿』 『＿　　冒一一や
｝望者は、電話（盆22－1635）

・込みください。　　　　　　　　▲リサイクルエ作教室

　「しの竹」を使って竹ぶえを作っ

てみませんか。あなたの笛はどんな

音になるかな？

●日時11月13日（土）10：00～11：30

●定員　15名

●参加費無料

●持ってくる物　肥後ナイフ

　参加希望者は、電話（盆22－1635

でお申し込みください。

スパッシュランドしろいし　　謡器塗書…§

　　　　　　　　　　　＼11月の休館日　24日（水）
教室募集中です　　●特別休館日のお知らせ

奴月・火・金曜日コース）　　　工事、館内整備・清掃のため、11月

汐ス教室（木曜日コース）　　8日（月）～11月13日（土）は休ま
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　　　手作り絵本展示会

　7・8月に行った「手作り絵本講

習会」での力作が展示されます。ぜ

ひ、見に来てくださいね！

●日時　11月12日（金）～14日（日）

●場所　白石市図書館　1階ホール

▲手作り絵本



白石市文化体育活動センター〔ホワィトキューブ藩劉彊
11月の休館日　4・10・17・24日

第33回バスケットボール日本リーグ「白石シリーズ」 NH　K交響楽団白石公演

●開催日時

　012月12日（日）15：00～

　東　芝　v　s　三菱電機

　02月27日（日）15：00～

　いすダ　v　s　愛知機械

●料金箇
般

高校生
中学生
小学生以下

前売券

1，500円

1，000円

800円
600円

当日券

1，800円

1，200円

1，000円

800円

フィル八一モニア・カルテット　ベルリン

5

　世界最高のオーケストラ、ベルリ

ン・フィルの首席奏者たちによる、

究極の弦楽四重奏団コンサート。

●日時12月5日（日）

　　　開場18：00、開演18：30

●司会・お話　三枝成彰

●料金囲　全席指定　5，000円

●出演　ダニエル・シュタープラヴ

ァ（第1ヴァイオリン）、クリスティア

ン・シュターデルマン（第2ヴァイオリ

ン）、ナイトハルト・レーザ（ヴィオラ）、

ヤン・ディーゼルホルスト（チェロ）

●プログラム　モーツァルト作曲／

ディヴェルティメントニ長調K．136、

ドヴォルザーク作曲／弦楽四重奏曲

第12番へ長調「アメリカ」ほか

◇託児あり（要予約）

　3歳～小学校低学年（11月28日ま

でお申し込みください。）

http：／／www，area．city．shiroishi．miyagijp／cube／

cubeOO1＠area．city「9shiroishi．miyagijp

　世界に誇る日本を代表するオーケ

ストラ、『NHK交響楽団』による

コンサート。

●日時　1月12日（水）

　　　開場18：00、開演18：30

●料金囲　全席指定　8，000円

●出演　指揮：渡邊一正

ヴァイオリン：梅津美葉

●プログラム　サラサーテ作曲／

　カルメン幻想曲

ドヴォルザーク作曲／

　交響曲第8番ト長調ほか

◇託児あり（要予約）

　3歳～小学校低学年（1月5日ま
でお申し込みください。）

白石市情報センター〔アテネ〕鷲羅。。．、．。。盟舘劇購翫醤幽、、．、。日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宙22・1500　圃22－1502

パソコンでカード印刷をしよう1
　アテネのパソコンでバースディカ

ードやクリスマスカード、年賀状を

作ってみませんか？

●会場　白石市情報センター「アテネ」

●対象となる方

　利用者カードをお持ちの方（ただ

し、中学生未満の講習コース参加は

中学生以上の方同伴で可。）

●持参していただくもの

①裏面にプリンタ印字可能なはがき、

または年賀はがき（インクジェット

用のものが望ましい）。最大5枚まで

②取り込み用写真（講習コースのみ）

③フォーマット済みのフロッピーデ

ィスク（作成した自分の作品を保存

したい方のみ）

●参加料金　無料

O開催日と時間
　11月17、18、19日各13：00～17二〇〇

　11月20、21日各10100～17：00

（ただし、講習コース開催中は除く）

終了1時間前に入場を締め切ります。

O内容　お絵かきゾフトを使用して

の各種カードの作成。

O参加方法
　予約不要。直接センター3階にお

越しください。混雑時には入場整理

させていただくことがあります。

O開催日と時間
　11月19日　18：00～19：30

　11月20、21日各14＝00～15：30

0内容　最初の30分で講習を行いま

す。その後、実際のレイアウト作成

と印刷を行います。

O参加方法　1回6名の予約制で、

11月6日（土）より受け付けを開始し

ます。定員になり次第締め切ります。

情報センター1階事務室へ直接お申

し込みください。

hUP：／／www、city．shiroishi㎞iyagi功P／a仕［ens／

http：／／www，city．shiroishi．miyagijp／athens／kids

白石市働く婦人の家・女性政策室 　宙25－6593
圃・宙25－5095

11月の休館日
3（水）・8（月）・14（日）・22（月）・23（火）・28（日）

ひと　　　ひと

女と男で築くいぎいぎライプ99（農業祭と同時開催）

　「男だから」「女だから」という

ことに縛られることなく、すべての

男女が対等なパートナーとして、と

もにいきいきと生活できる社会
（「男女共同参画社会」）を目指し、

下記の講演会を開催いたします。

●日時11月14日（日）10：00～12：00

●場所　ホワイトキューブコンサートホール

●入場料無料

《プ回夢ラム＞

1．マンドリン演奏

O曲名　　「ザ・エンターティナー」

　　　　「北の国から」

O演奏　白石女子高等学校

　　　マンドリン部

2，表彰式　　「男女共同参画社会づ

くりに関する意見文・標語・イラス

ト」の入選者発表。

3．講演
　演題「女房は宇宙をめざした」

　講師　向井万起男　氏

　　（慶鷹義塾大学医学部助教授）

　日本初の女性宇宙飛行士・向井千

秋さんの夫である向井万起男さんを

講師に迎え、夫婦のあり方について

の講演をいただきます。

　＼無

く
向
井
万
起
男
さ
ん

」謄遼塾
●お問い合わせ先

　女性政策室（働く婦人の家内）ま

でお問い合わせください。

※整理券等は発行しませんので、ど

なたでもご自由にご参加ください。

第25回「働く婦人の家まつり」

●日時11月20日（土）・21日（日）

　　　9：30－15：00

●会場　自石市働く婦人の家

●内容

〔作品展示の部〕

◇11月20日（土）・21日（日）

　書道、ペン習字、手編み、華道、

写真、洋裁、和裁、型絵染、木目込

み人形、皮工芸、水彩画、油絵、水

墨画、ふるさとの山を観る、ハーブ、

フラワーアレンジメント、フランス

刺しゅう、器を楽しむ、リサイクル

クラフト、民話を訪ねる

〔舞台発表の部〕

◇11月21日（日）

　社交ダンス、大正琴、コーラス、

民謡おどり、歌謡、着付け、太極拳、

3B体操、シェイプアップ体操、謡

曲、朗読、マジック、手話、民話、

フォークダンス

〔食堂の部〕

◇11月21日（日）10：30～14100

　うどん300円
・おにぎり（みそ／五目）各300円

〔お茶席の部……お煎茶〕

◇11月21日（日）10：00～14100

・お煎茶（お菓子付き）300円

〔バザーの部〕

◇11月21日　（日）　9＝30～11；30

　あなたの気にいる品物が格安の値

段で手に入るとしたら…　絶対来

なくちゃね。働く婦人の家に1

〔ティーコーナーの部〕

◇11月20日（土）10：00～14：00

・ケーキセット（紅茶付き）300円

〔即売の部〕

◇11月20日（土）・21日（日）

乳製品セット、お餅、めん類、お

菓子、漬物など

※食券の販売は、働く婦人の家で取

り扱っております。どうぞ、お求め

ください。（当日券もあります。）

※ご家族、お友達、お隣同士お誘い

合わせのうえ、お越しください。心

よりお待ちしております。

冒 「ALTA　shiroishi」勤労青少年ホーム
●お問い合わせ・お申し込みは一

開館時間
　　　　　　　薗・圃25・37201300～21二〇〇

第27回「白石市勤労青少年ホームまつり」
～A　L　FεS7’，4　ぐアノ〃フエスタク99～

　A　L　T　AShiroishi（白石市勤労青

少年ホーム）ってどんなところ？何

やってるところなの？そんな疑問に

お答えするのが勤労青少年ホームま

つり、「ALFESTA99」です。
11月13、14日にキューブで開催され

る「白石市農業祭」の一角をお借り

して開催します。

　当日はA　LTAshiroishiで開講し

ている講座を実際にご覧いただける

ほか、入会申し込みも受け付けます。

各講座の作品展示や、アルタマーケ

ット（フリーマーケットや昔懐かし

の駄菓子屋などです）なども開催、

イベント盛りだくさんです。

●日時

・11月13日（土）9：00～16：00

　（10：00からシャンパンでお祝い

　　の振る舞い酒を行います。）

・11月14日（日）9：00～15：00

●場所　ホワイトキューブ

　　　講藤難鯵
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▲昨年のアルタ祭での日本舞踊講座



　　　　硬

灘

「み　　　やぎ手帳」を

　　　あっせんします

　宮城県民のために作られ、最新の

統計資料や市町村一覧、行事予定な

どが掲載されている、見やすく使い

やすい平成12年版「みやぎ手帳」を

あっせんいたします。

　ご希望の方は、市役所振興課（宙

22－1324）または、各事務連絡所に11

月25（木）までお申し込みください。

★「みやぎ手帳」の頒布価格

　ポケット版（13．0×8，3）400円

　大型版（17，5×8．3）500円

　　　人保健加入者の
　　　皆さんへ

　加入している医療保険に変更があ

った場合は、速やかに届け出をして

ください。古い保険証のまま使用さ

れますと、医療費支払い事務に支障

が生じます。

　なお、10月1日より大河原社会保

険事務所が新設されたことに伴う保

険者番号の変更についても届け出が

必要になります。

●お間い合わせ先

　保険課老人保健係　宙22・1361

昌随バンクに
目　こ登録ください

●受付月日　原則として第1・3火

曜日の9：00～10：00（予約制）

　平成11年11月9日・16日、12月7

日・21日、平成12年1月11日・18日、

2月1日・15日、3月7日・21日

●場所　仙南保健所　2階予診室

●内容　骨髄バンク登録に対する説

明、採血など

●お問い合わせ先

　宮城県仙南保健所健康指導班

　宙0224－53－3122

11月9日はr119番の日」です

●日時11月13日（土）10：00～14：00

●場所　ホワイトキューブ

●行事内容

①119番通報体験

②応急手当ての指導

③消火訓練・煙中通過訓練

④消防車両・消防機材の展示

⑤仙南広域消防音楽隊演奏

⑥体力測定

　消火器の使い方や応急手当ての仕

　　　的・精神障害者の方々の

　　　ための無料法律相談

　知的障害者・精神障害者の方々に

ついての人権擁護や法律問題にかか

わる相談に弁護士が無料で応じます。

●日時　11月2日（火）13：00～15：30

●場所　宮城県大河原合同庁舎

　　（大河原町字南129－1）

　相談を希望される方は、あらかじ

め次のところへ問い合わせください。

・知的障害者に関することは…

　県大河原福祉事務所福祉班

　宙0224－53－3117

・精神障害者に関することは…

　県仙南保健所健康指導班

　薗0224－53－3122

哨え1ずこホールから

方などは、実際に経験してみなけれ

ば、なかなか理解するのは難しいも

のです。消火訓練、煙中通過訓練、

応急手当て訓練など、一度でも経験

しておけば自信もつきますし、いざ

というときに体が動いてくれます。

この機会にぜひ一度体験してみてく

ださい。

●お問い合わせ先

　仙南広域消防本部宙0224－52－1050

差毫醤権の公売

　次の電話加入権を公売いたします。

27－2334、　25－0715、　25－2153

25－0375、　25－1773、　24－5956

●日時11月30日（火）9：30～

●場所　白石市役所第4会議室

●公売方法　入札

●必要なもの　印鑑・買い受け代金

※代理人の場合、委任状が必要です。

●お問い合わせ先

　税務課管理収納係　盆22－1313

市税は納期内に納めましょう。

『人　　　工肛門・人工ぼうこう」

　　　造設者相談会

　東儀秀樹コンサート“雅”

～高買なる響きと優美なる舞～

　古式ゆかしき雅楽の音色から、ニ

ューエイジミュージックまで。

●日時　12月18日（土）19：00開演

●入場料（全席指定）

　前売り4，000円、当日4，500円

●お問い合わせ先

　えずこホール　盆0224－52－3004

　　　ん銃のない

　　　安全な社会を目指して

　警察では、安心して生活できる社

会を守るため、「宮城県銃器対策推

進本部」を設置して、けん銃撲滅に

取り組んでいます。けん銃に関する

情報をお持ちの方は、最寄りの警察

署（交番・駐在所）または警察本部

に設置しております「銃器110番」

薗022－266－1074（銃なし）までその

情報をお寄せください。

●日時11月13日（土）13二〇〇～16：00

●場所　大河原町中央公民館

●内容　医師等による医療および術

後ケア、体験発表や話し合い、福祉

制度・日常生活全般について

＊ストマーを造設した方や、そのご

家族の方の相談会です。お気軽にお

出かけください。参加費は無料です。

●お問い合わせ先

　県南地区幹事　追木守人

　白石市田町1－4－36　舖25－3285

　
会

　
演

　
講

　
局日

●日時　11月16日（火）13130～

●場所　しんきんホール

●講師　山本　孝氏（N　H　K解説委

員、「日曜討論」などの司会を担当）

●演題　　「今後の政治経済情勢」

●入場料無料
●主催　仙南ひまわり会

●お問い合わせ先　舖24－3080

輝いています。今のあなた
★

ひいてひかれて

第9回市民綱引き大会参加者募集

●日時11月21日（日）9130～

●会場　ホワイトキューブ

●種目　①小学生（男女混合）、

②中学生（男子）、③中学生（女子）、

④一般男子1部（クラブチーム）、

⑤一般男子2部（一般）、⑥一般女

子、⑦一般男女混合

●競技者数　8名

（ただし小学生は10名で行います。）

●参加費無料

●参加資格

　白石市に居住または勤務する方

で、一般社会人および小中学生によ

って編成されたチームとします。

●参加締め切り　11月10日（水）

●お問い合わせ先

　教育委員会社会教育課　薗22－1343

家庭介護者教室（吹上荘）参加者募集

　在宅で老人を介護されている方を

対象とし、老人の処遇・介護技術の

向上を目的として、家庭介護者教室

を開催いたします。

●日時

①11月29日（月）9：30～15：30

②12月18日（土）9：30～15：30

③1月26日（水）9：30～16：00

④2月19日（土）9：30～15：30

⑤3月4日（土）9：30～16：00

⑥3月24日（金）9：30～15：30

●場所　デイサービスセンター吹上荘

●費用　2，500円（テキスト代700円、

食事代300円×6回）

一日技能講座
受講生募集

　　＝モノを作る喜び＝

　～体験してみまゼ’んか～

●日時11月30日（火）9：00～15：00

●場所　白石高等技術専門校

　　　　（白石市緑が丘1－5）

●内容

①建築科（木工製品の作成）

②OA経理科（パソコンを使ったカ

　ラー年賀状の作成）

●対象

　技能体験希望の方（性別問わず）

●お申し込み・お問い合わせ先

　白石高等技術専門校に11月25日

（木）まで、電話またはファックス

でお申し込みください。

　宙25－2444　　圃26－3655

●内容

・医学介護知識および基礎技術、救

　急法と応急処置、リハビリ

・老人の心理的特性および基礎的接

　遇に関する知識、実践

・家政、栄養調理に関する知識

　日常生活用具の利用方法および日

　動訓練に関する知識

●交通　白石市役所前午前9時出発

で送迎します。

●お申し込み・お問い合わせ先

・福祉事務所　宙22－1400

・ディサービスセンター吹上荘　宙24－5500

NHK通信教育
福祉の通信講座生募集

　高齢社会を迎えて、福祉の資格取

得を希望する方が多くなっていま

す。N　HK学園では、来年4月から

の次の講座の生徒を募集します。

①国家資格・介護福祉士の受験資格

が2年間で取得できる「社会福祉コ

ース」②厚生省認定の「ホームヘル

パー2級・1級課程」

　いずれも来年2月1日からの受け

付けで、毎年定員の2倍を超える人

気講座です。詳しい案内書（無料）

をご希望の方は下記までどうぞ。

●お問い合わせ先

　〒186－8001　宙042－572－3151

　東京都国立市富士見台2－36

　NHK学園　8EO1係

＄
∫

4

宮城いぎいき学園生

（4月入学生）募集

●対象　県内のおおむね60歳以上で

継続して通学可能な方

●場所・募集人員

　仙南校（グリーンピア岩沼）40名、

このほか、大崎校60名、石巻校50名、

気仙沼・本吉校40名

●学習日　平成12年4月から月2回

で年問22回／2学年制

●募集期間　11月1日～12月28日

●入学金　3，000円

●受講料　年間7，000円

●お申し込み・お問い合わせ先

　（財）宮城いきいき財団

　宙022－219－1171

カンボジア料理講習会

参加者募集

　白石市国際交流協会では、県内外

国人との親善交流を目的に下記によ

り標記講習会を開催いたします。

　この機会にぜひ料理を通して交流

してみませんか。

●日時　11月15日（月）10100～13：00

●場所　白石市働く婦人の家調理室

●講師（財）国際学友会仙台留学生

会館より　ブンライ・ニットさん、

ソー・エインリヤンさん

●参加費　1人500円（材料代）

●定員　20名（定員となり次第締め

切りとさせていただきます。）

●主管　ボランティア「やまぶき会」

●お申し込み

　11月10日（水）まで国際交流協会

事務局（市総務課国際交流係）にお

申し込み願います。　宙22－1333

バドミントンサークル

「ハイクリアーズ』メンバー募集

●日時　毎週木曜日　10二〇〇～12：00

●場所　白石市中央公民館

●会費　月500円

●お問い合わせ先

　渡部薗25－6979



11月3日

内科　亘　理　医　院宙25－8501

外科　銭　谷　医　院宙25－2010

歯科　千木良クリニック宙26－1131

11月7日

内科　三浦内科クリニック宙25・6854

外科　　刈　田　病　院宙25－2145

歯科　清原歯科医院薗25－1030

11月14日

内科広瀬医院宙25－0238
外科　刈　田　病　院菌25－2145

歯科　小野歯科医院薗25－8007

11月21日

内科海上医院宙25－1501
外科刈田病院宙25－2145
歯科　　蔵王歯科（蔵王町）翁334477

11月23日
内科　　水野内科クリニック宙25－2736

外科　　宮　城　医　院宙25－2062

歯科　岩田歯科医院宙25－2191

11月28日

内科　梅津内科医院宙24－3571

外科　　加　藤　医　院宙26－2653

歯科　かおる歯科医院面24－3777

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故8／襟器

事故発生件数
死亡者数
負傷者数
物損件数

　　7r‘

53｛牛（58“牛）

0人（　2人）
10人（139人）
45件（476件）

■人口41，466人（前月比）＋21人

　　　　　　　　　　　　　　帰2α357　帰21，1。9

■世帯数

　　　　　※住民基本台帳から
舎12，998
　　　　　　9月30日現在

　　　土の横綱「大砲萬右衛門」

　　　銅像建立記念事業

　日本芸術院会員で鹿児島大学名誉

教授の中村晋也先生に制作をお願い

しておりました、「大砲萬右衛門」の

銅像が11月中に完成いたします。

　記念事業として次の行事を行いま

すので、ぜひご参加ください。

●除幕式　11月28日（日）10130～

　　　　白石城二の丸跡地

●祝賀会　11月28日（日）11：30～

　　　　いきいきプラザ

●記念事業　　「郷土が生んだ大横綱

　　　　　大砲萬右衛門展」

（白石城歴史探訪ミュージアムに、大

　砲萬右衛門の遺品を展示します。）
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　展示期問：11月20日～12月19日

●お問い合わせ先

・都市計画課　宙22－1325

・振興課　宙22－1324

　子育てをしている中で、どうした

らいいのかと思うことや、不安にな

ることはありませんか？そこで、常

に子供を見ている立場である小児精

神科医を招いて、セミナーを開きま

す。ぜひ、ご参加ください。託児も

あります（おおむね2歳以上）ので、

事前にご相談ください。

●日時11月15日（月）

　受付時間13：40～13：50

　終了予定時刻　15：00

　　　南地域
　　　産業経済セミナー

●日時　11月19日（金）13：30～16：30

●場所　ララ・さくら　蔵王の間

　　　（大河原町中島町3－4）

●内容

・第1部講演（13130～15：00）

　演題「ビジネスに図解を生かす」

　講師　宮城大学事業構想学部

　　　教授　久恒啓一氏

・第2部　宮城県産業技術総合セン

　ターによる成果発表地域交流会

　（15：00～16：30）

●対象　どなたでも結構です。

●受講料　無料

●お申し込み・お問い合わせ先

　宮城県大河原地方県事務所

　振興班　宙0224－53－3112

●場所　白石市健康センター

　　　2階大会議室
●講師　宮城県中央児童相談所

　　　次長本間博彰先生
●内容　講演「子どもとの接し方」

　　　～上手にお子さんと

　　　　　　遊んでいますか～
●対象者　乳幼児を持つ母親と子育

　　　　てに関心のある方

●お問い合わせ先

　健康推進課　宙22－1362

大検制度の説明会

　高校中途退学者や中卒者など高校

未卒業者に対して、大学進学や各種

資格取得のため、高校卒業と同等の

学力認定の道を開く　「大学入学資格

検定」（大検）挑戦への説明、相談

会を開催します。4月と7月に大き

な制度の改定があり、合格への門戸

が大きく開かれています。

●日時11月13日（土）13：30～16：30

●場所　仙台市一番町市民センター

　　（仙台市青葉区一番町2－1－4）

●参加申し込み方法　どなたでも参

加できます。費用は無料です。ただ

し、事前の電話予約が必要です。

●お申し込み・お問い合わせ先

　（財）日本産業開発青年協会・大検

情報センター　宙0120－555－018

　　　　　平成12年次

　　　学時健康診断

11　　　月15日は

　　　サービス業基本調査

　次の日程により、「就学時健康診

断」を行いますので、対象小学校の

日程をお確かめのうえ受診してくだ

さい。

　なお、当日は保護者または保護者

代理の方の付き添いをお願いします。

●日程

※受付時間は12：30～13：00です。

※会場はすべて中央公民館です。

011月9日（火）

　白石第一小、越河小、斎川小

　大平小、大鷹沢小、小原小

　深谷小（分校を含む）

011月10日（水）

　自石第二小、白川小

　福岡小（分校を含む）

●お問い合わせ先

　教育委員会学校教育課　宙22－1342

　総務庁では、11月15日に「サービ

ス業基本調査」を実施します。

　この調査は、わが国のサービス業

の事業を行っている事務所・店舗・

施設の経済活動および業務の実態を

調査し、全国および地域別のサービ

ス業に関する基礎資料を得ることを

目的としています。

　調査の対象は、統計的手法で選ば

れた全国で約35万のサービス業の事

業・活動を行っている事務所・店

舗・施設です。

　調査の対象となる事務所・店舗・

施設には、調査員が伺いますので、

ご協力をお願いします。

●お問い合わせ先

　振興課統計係　薗22－1324

　　　上から

　　　おL　し上げます

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄付をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

メガネの相沢白石セラビ店代表取締

役社長　相沢博彦氏、佐藤義春氏、

塚野隆氏、平間正夫氏、大野弥作氏、

別部由記氏、高橋寛氏

z￥山ム且刈田綜合鋤、ら

※医師の異動について

・退職（9月30日付）

外科：二瓶義博医師

・採用（10月1日付）

外科：初貝和明医師

以上のように外科医師が交替にな

りましたので、お知らせいたします。

市内イベント掲示板 （11月1日～12月5日）

開催日　　時間 イベント名
白石市民支化祭

～芸能発表会～

場所　 有・無料問い合わせ先　備考
11月3日（祝〉　10：30～

　　　　　　16：00
11月6日（土）　　9：00～

～7日（日）　　16：00

深谷公民館ま5り

中央公民館　　　無料

深容公民館　　　無料

中央公民館

露26－2453

11月6日（土y“　10：00～

　　　　　　16：00

囲碁・将棋指導大会…｝

※囲碁10100～、将棋13：00～

曽
い
き

いきプラザ　　無料

　　　　　　※要申込

深谷公民館

薗24－4540

11月ア日（日）　　9：00～

　　　　　　葉6：00

白石ふるさと散歩道

生涯学習推進室

　面22－1290

11月7日1日） 10：00～”碧禾園茶会

15：00

旧市内、小原　　1，000円

情報センター　　※要申込

生涯学習推進室

　薗22－1290

11月7日（日）　　15：00～一国際交流講演套

碧水園 400円

ホワイトギューブ　　　無料

　　　　　※要整理券

古典芸能伝承の館’

　宙25－7949

11月12日（至y　　g：OO～

～14日（日）　　17：00
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一［一一『一覗■■　チームウェアに「白石城」「スパッシュランドしろいし」「WHITE　C　U　B

E」をプリントし、レース会場の応援席には白石城の旗を立てて、白石市を

アピールしているのは自転車クラブ「T　E　AM白石城」の皆さんです。市内

で理容業を経営する長田健一さんがお客さんたちに声をかけたのがきっかけ

で、昨年12月にチームを結成。29～44歳までのメンバー11人は自営業、会社

員、小学校教員などさまざまな職業の持ち主です。これまで、ジャパンカッ

プなど県内外の大会へ多数出場しており、今年7月に行われた「サイクルフ

ェスティバルl　nいわき」では1位と3位の好成績を残しました。

　練習は？「仕事を終えてからキューブトレーニングルームで、筋肉トレーニ

ング中心のメニューを各自こなしています。キューブは夜10時まで利用できる

ので、大変ありがたいですね。また、心　fr　…瓢．

難欝騨探b、誓温監臨鷺論毎』　．錨
で買い物に行くこともあるんですよ。」　　　　4’1．　　F　　I鐵易
　目標は？「各個人のレベルアップと各　　　　醸』1囲ノ

馨響玄瓢濡徽睡患曝・、輔跳
藷憲謙1。齢㌔　’レ驚、．，朧鱗ザ

4

『噸　　7　　　　　　・　　1裂

第2会議室　　㊨2

第2会議室　　⑲2

第2会議室　　⑲2

第2会議室　　⑳2

生活環境課内　⑲1

第3会議室　　⑳3

いきいきプラザ

■
■
’

り6＝

夢

東側和室　　　⑲1

第4会議室　　④4

第3会議室　　⑳3

青少年相談センター⑳4

農林振興センター

総合福祉センター

総合福祉センター

　　　　　ゆ
　　市の烏
　　ウグイス

10：00～15：00

10：00～15：00

10＝00～15：00

10＝00～15；00

10：00～12：00

　9：30～15：00

　9：00～16：00

13二〇〇～14：00

10＝00～11：30

10：00～15＝00

10＝00～15：00

　9：00～17：00

10：00～12：00

　9：00～16二〇〇

　8：30～16：00

　　　15

　　15

　　　15

　　　15

　　5・25

　　　15

毎週月・水・金

リオン5・19

ニホン　26

　　　15

　　　9

毎週月・火・木・金

　　　10

　　　11

毎週月一火一木1金

人権擁護

行政
税務

鶴．

轡

活生

社会保険
消費生活

回
ス

巡
ビ

器
聴
一

補
サ

無料法律
身体障害者

青少年
農　　家
母子・寡婦

童児庭家
、
ダ

館
．

「
火
を
お
こ
し
た
ぞ
ト
．
」
　
4
ー

奪

市の花
ヤマブキ

麟

守

ξ

市の木
ブ　　ナ

畠
一
β

ヂ

融

画

曜
F

轡

　　． 　　　　・ 　　　　　。
　　　お

　　　　欝量』一」

　　　　　たかとし
　　阿部　孝俊くん恥
　　　　　　　　　　等　　　（大鷹沢小・5年）

　　　　ゐ

論蚕●0●．・
　　　　　　　　　、

く撫匝
　　　　ゑフ

勉献

　
　
　
　
4

　
プ

・
∴
魂
、
．

　
＋
マ
、

欝

　　　　　　りょう　　　　ふう
　　西宮　涼ちゃん・楓ちゃん

　　　　　亀　・　　（鷹巣）

昇さん、智美さんく夫婦の長女1次女

ママからひとこと　　　　　　　声

　これからもたくさん遊ぼうね。
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